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公表までの流れ

　
防
火
思
想
普
及
作
品
の
う
ち
、
入
賞
作
品
は
11
月
８
日（
金
）か
ら
17
日（
日
）ま

で
、
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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光
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光
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岡
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澤
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光
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岡
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菜
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与
北
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筆
岡
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学
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吉
原
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学
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東
中
学
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西
中
学
校

　
中
央
小
学
校

東
部
小
学
校

西
部
小
学
校

南
部
小
学
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竜
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学
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北
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学
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岡
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吉
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学
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東
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学
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西
中
学
校

　

県
消
防
操
法
大
会

【
準
優
勝
】
消
防
団
第
八
分
団

　
令
和
元
年
度
香
川
県
消
防
操
法

大
会
が
、
９
月
８
日（
日
）に
香
川

県
消
防
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
善
通
寺
市
消
防
団
の
代
表

と
し
て
天
雲
分
団
長
率
い
る
第
八

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場

し
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
分
団
長
を
は
じ
め
団
員
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
連
日
猛
暑
の
中
、

１
か
月
を
超
え
る
厳
し
い
訓
練
を

積
み
重
ね
た
結
果
が
今
回
の
準
優

勝
獲
得
の
栄
誉
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
　

写
真
は
出
場
団
員
の
皆
さ
ま
で
す
。

　
７
月
24
日
、
善
通
寺
市
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
夏
季
研
修
会
が
あ
り
、
ク
ラ

ブ
員
ら
22
人
が
香
川
県
防
災
セ
ン

タ
ー
、
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

震
の
揺
れ
や
煙
か
ら
の
避
難
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知
識
、
行
動

を
身
に
つ
け
ま

し
た
。

　
さ
ぬ
き
こ
ど

も
の
国
で
は
ク

ラ
ブ
員
が
四
班

に
分
か
れ
、
ス

ペ
ー
ス
シ
ア

タ
ー
観
賞
や
科

学
の
不
思
議
さ
、

お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
夏
季
研
修

寝室等に住宅用火災警報器の設置を！寝室等に住宅用火災警報器の設置を！
　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
11
月
９
日（
土
）
か
ら
15
日（
金
）
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
啓
発
運
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

消防だより

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
月
９
日
〜
　
月
　
日
15

11

11

防
火
思
想
普
及
作
品
入
賞
者
（
敬
称
略
）

 

ポ
ス
タ
ー
の
部

 

書
写
・
書
道
の
部

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
救
命
講
習

　
善
通
寺
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
９

月
９
日
（
救
急
の
日
関
連
）
に
消
防

本
部
で
普
通
救
命
講
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
一
刻
を
争
う
人
の
た
め
に
、

命
を
守
る
知
識
と
勇
気
を
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

※ ご不明な点がございましたら消防本部予防課（TEL：64－0193）までお問い合わせ
　 ください。

公表する内容

防火対象物の名称

防火対象物の住所

公表の対象となる違反
（例：自動火災報知設備未設置）

各市町村または消防本部のホームページで公表します。

公表の対象となる違反

消防法令により建物に設置が義務付けられている屋内消火栓設備、スプリンクラー設備
または自動火災報知設備のいずれかが消防法令に違反して設置されていないものです。

公表の対象となる建物

飲食店、百貨店、宿泊施設などの不特定多数の方が利用する建物や病院、社会福祉
施設などの避難が困難な方が利用する建物です。

善通寺市では、令和２年４月１日から公表制度が開始されます

違反対象物の公表制度とは？
建物を利用しようとする方がその建物の
危険性に関する情報を入手し、建物利用の
判断ができるよう、消防署等が把握した
『重大な消防法令違反』を公表する制度
です。

是
生
指
導

警
　
　告

設
備
設
置
命
令

使
用
停
止
命
令

（
行
政
処
分
）

（
行
政
処
分
）

告
　
　
発

告
　
　
発

公表後の流れ

立
入
検
査
の
実
施

立
入
検
査
結
果
の
通
知

公
表
す
る
旨
を
通
知

立入検査結果の通知から
一定期間を経過しても、
なお公表の対象となる
違反が認められる場合

公
　
　
表
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筆岡小　奥田 一紗

西中　松浦 里菜

東中　津島 康輔

竜川小  川越 咲音

西部小　廣瀬 美羽

吉原小　天雲 千裕

与北小　澤本 梨華

西部小　青木 貴哉

南部小　山尾 修都

中央小　北岡 優成
筆岡小　高橋 知里

東部小　白川  翼

西中　森  隆裕

東中  天野 晴方

西中　嶋津 葉結

東中　齋藤 栞良

竜川小　浪越 咲衣

東中　池田 花梨

西中　藤阪 京輝

東部小  百相 里花

筆岡小  松浦 茉央

竜川小　平尾 幸花
東部小　山中 将揮

竜川小　安宅 勇貴東部小　草薙 良樹 与北小　奈良 天汰

西中　大西 優芽

東中　寅丸 紗那

東中　藤井 菜羽

東中　宮澤 今日子

西中　小片 誠貴

東中　山ノ内 颯希

与北小  竹村 悠誠

筆岡小  樋口 茜

吉原小　子川 喜乃

西中　髙口 そな

吉原小  天雲 千裕

中央小  多田 佳世

筆岡小  大西 彩世

東中　上村 凜桜

吉原小  美崎 葵衣

南部小  志賀 音羽

竜川小　津島 佑汰

香川県幼少年婦人
防火委員会会長賞

防
火
思
想
普
及
優
秀
作
品

　

消
防
本
部
で
は
、
令
和
元
年
度
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の
一
環
で
、

市
内
の
小
学
６
年
生
・
中
学
生
か
ら
防
火
思
想
普
及
作
品
と
し
て
防
火
ポ
ス

タ
ー
・
書
写
・
書
道
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
善
通
寺
偕
行
社
で
表
彰
式
を
行
い
、作
品
は
11
月
８
日（
金
）

か
ら
17
日（
日
）ま
で
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

香
川
県
入
賞
作
品 
県
三
賞

香川県知事賞香川県
消防協会会長賞

消防だより

（
敬
称
略
）



地  区 事 業 名 （提案団体） 補助額（円）

中  央
中央地区お楽しみ会実施事業
（中央地区民生児童委員協議会） 180,000 

善通寺六地蔵地区地域活性化推進事業
（善通寺六地蔵地区地域活性化推進会） 735,912 

東  部

東部池ノ前ボランティア公園ミニ花火大会実施事業
（東部池ノ前ボランティア公園運営会） 70,000 

防災訓練実施事業
（東部地区自主防災会） 381,000 

皇子の森祇園祭実施事業
（皇子の森祇園祭実行委員会） 355,000 

前池オニバス保存環境整備事業
（前池オニバス保存会） 50,000 

西  部

西部地区体育振興事業
（西部地区体育振興会） 115,000 

公園の花壇整備事業
（西部長寿会） 74,796 

西部幼稚園地域交流活性事業
（西部幼稚園ＰＴＡ） 77,478 

西部地区合同防災訓練の実施
（西部自主防災会） 428,976 

南  部

南部地区防災フェア＆防災訓練実施事業
（南部地区自主防災会） 205,000 

南部地区コミュニティ紙発行事業
（南部地区連合自治会） 52,240 

南部地区自主防犯パトロール実施事業
（南部地区自主防犯会） 182,000 

南部地区三世代交流麻野の里楽らくウォーキング実施事業
（南部地区健康推進員会） 147,000

南部地区夏祭り実施事業
（南部地区夏祭り実行委員会） 103,000 

南部幼稚園地域交流活性事業
（南部幼稚園PTA） 283,500

地  区 事 業 名 （提案団体） 補助額（円）

竜  川

竜川地区災害対策推進訓練実施事業
（竜川地区自主防災会） 550,000 

竜川地区民 ｢朝のさわやかラジオ体操会｣
（竜川地区体育振興会） 73,902

竜川地区民交流運動会
（竜川地区体育振興会） 162,368 

与  北

さつま芋栽培体験事業
（与北地区連合自治会） 68,000 

６th サマーフェスタ
（地域盛り上げ実行委員会） 580,000 

里山づくり事業
（里山（御野立公園）を守る会） 291,899 

ふるさとハイキング
（与北地区体育振興会） 40,725 

筆  岡

安全安心パトロール実施事業
（筆岡地区安全安心パトロール隊） 261,264 

姉妹都市とのコミュニティ交流推進事業
（筆岡地区コミュニティ協議会） 110,000

筆岡地区芸能発表会実施事業
（筆岡地区コミュニティ協議会） 32,400 

筆岡地区自主防災会活動事業
（筆岡地区自主防災会） 595,924

吉  原

吉原地区体育振興事業
（吉原地区体育振興会） 234,843 

吉原地区自主防災講演会事業
（吉原地区自主防災会） 66,750

吉原福寿会との野菜作り事業
（吉原地区教育振興会） 70,000 

吉原地区内見守り活動事業
（吉原地区社会福祉協議会） 97,524

吉原地区市民ハイキング大会
（吉原地区連合自治会） 193,232

吉原地区コミュニティ紙発行事業
（吉原地区社会福祉協議会） 100,000

善
通
寺
市
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す

政
策
課　

☎
６
３
・
６
３
０
３

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

保
健
課　

☎
６
３
・
６
３
０
８

　
『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
』
に
基
づ
き
、
善
通
寺
市
の

平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断

比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
４
つ
の
指
標
が

あ
り
ま
す
が
、
各
指
標
と
も
国
の
定
め
る

早
期
健
全
化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
適
正

な
財
政
運
営
に
努
め
、
健
全
な
財
政
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
会
計
下
水
道
、
特
別
会
計
農
業
集

落
排
水
、
特
別
会
計
太
陽
光
発
電
に
お
け

る
資
金
不
足
比
率
（
公
営
企
業
会
計
の
資

金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
）

に
つ
い
て
は
、
各
会
計
と
も
資
金
不
足
額

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

犬
・
猫
の
不
妊
、
去
勢
手
術
を
行
っ
た

場
合
に
１
頭
に
つ
き
、
３
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

 

対
象
と
な
る
犬
・
猫

・
飼
い
犬

（
狂
犬
病
予
防
法
の
規
定
に
基
づ
く
登

録
お
よ
び
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け

て
い
る
犬
）

・
飼
い
猫

・
市
内
で
保
護
し
た
飼
い
主
の
い
な
い
猫

＊
１
世
帯
に
つ
き
、
同
一
年
度
に
犬
、
猫

　

を
問
わ
ず
２
頭
ま
で

 

対
　
　
象

・
市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

・
県
内
で
開
業
し
て
い
る
動
物
病
院
で
対

象
と
な
る
犬
、
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
っ
た
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

 

申
請
に
必
要
な
も
の

・
手
術
費
の
領
収
書

（
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
た
日
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
印
鑑

・
申
請
者
名
義
の
通
帳

 

申 

請 

期 

限

・
不
妊
、
去
勢
手
術
を
行
っ
た
日
か
ら
１

か
月
以
内

　

そ
の
他
の
詳
細
は
保
健
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

動
物
を
い
た
わ
る
気
持
ち
は
大
切

で
す
が
、『
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
』
と

い
っ
て
、
野
良
犬
や
野
良
猫
に
無
責
任

に
エ
サ
だ
け
を
与
え
た
結
果
、
か
え
っ

て
不
幸
な
命
が
生
み
出
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
適
切
な

行
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
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平成30年度 平成30年度

6,969,733円補助総額

　　　  地域提案型事業の実施結果をお知らせします
政策課　☎ 63 － 6303

　地域提案型事業は、地域の活性化と特色あるまちづくりの推進を目的として実施し
ています。昨年度、市内８地区の各種団体からの提案により実施された事業について、
下記のとおりお知らせします。

　昨年度に引き続き、各団体の事業実績についての評価は良好であり、さらなる市民の主体的な地
域づくりの推進を期待する内容となりました。
具体的な指摘事項としては、
・新規事業は、既存の公民館行事と調整しながら会期を決定すること
・事業の様子を写真や動画でインターネットに掲載するなど周知方法を工夫すること
が挙げられました。
　今後も引き続き、各団体の事業内容がより実りあるものになっていくことを期待します。

　事業のさらなる充実を図るため、市が設置した『地域提案型事業審査会』で事後評
価審査を行いました。

評価結果

事業の事後評価

◆ 善通寺市の健全化判断比率の状況

◆ 各指標の説明

指　標　名 ❶実質赤字
比率

❷連結実質
赤字比率

❸実質
公債費比率

❹将来負担
比率

平成30年度決算の
健全化判断比率

—
（△ 7.30）

—
（△ 8.79） 　5.1 —

（△ 37.7）

国
の
基
準

早期健全化基準
（イエローカード） 13.80 18.80 25.0 350.0

財政再生基準
（レッドカード） 20.00 30.00 35.0

平成29年度決算の
健全化判断比率

—
（△ 9.56）

—
（△27.69） 5.0 —

（△ 31.9）
＊実質赤字比率と連結実質赤字比率については赤字とならなかったので、将来負
担比率についてはマイナスになったため、『－（なし）』としています。なお、参
考として黒字もしくはプラスの比率を（ 　）内にマイナス表示しています。

❶実 質 赤 字 比 率

❷連結実質赤字比率

❸実質公債費比率

❹将 来 負 担 比 率

一般会計における実質赤字額の標準的な収入に対する
比率です。
全会計における実質赤字額の標準的な収入に対する比
率です。
一般会計が負担する元利償還金などの標準的な収入に
対する比率です。一部事務組合への負担金や公営企業
会計への繰出金のうち、元利償還金相当分なども対象
とします。この比率が 18％を超えると地方債の借り入
れが、国との協議制から許可制に移行されます。
一般会計が将来負担すべき負債の、標準的な収入に対
する比率です。



保 育 所 名 電話番号 延 長 乳 児

公 立
善 通 寺 保 育 所 62−0033 ○

５か月以降
竜 川 保 育 所 62−1210 ○

私 立

南 部 保 育 所 62−3751 ○
４か月以降

の ぞ み 保 育 園 63−1231 ○
カナン子育てプラザ21 62−3695 ○

３か月以降
吉 原 保 育 所 62−7469 ○
三井保育所（多度津町） 32−4058 ○ ２か月以降

事業所内 ポ エ ム 保 育 園 85−7101 要相談 ８か月以降

（月）～（土） ＊祝日・年末年始を除く

（月）～（金） ＊祝日・年末年始を除く

☎♯9110（全国共通短縮ダイヤル） または ☎087－831－0110
最寄りの警察署でも相談できます。緊急時は110番へ。香川県警察総合相談センター

かがわ男女共同参画相談プラザ ☎087－832－3198 ８時30分～17時（月）～（金） ＊祝日・年末年始を除く

配偶者からの暴力被害者支援情報 内閣府男女共同参画局ホームページ
http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/index.html

善通寺市子ども・家庭支援センター
（女性相談員） ☎63－6371 （月）～（金） ＊祝日・年末年始を除く ８時30分～17時15分

女性の人権ホットライン ☎0570－070－810 （月）～（金） ＊祝日・年末年始を除く ８時30分～17時15分

香川県子ども女性相談センター
（配偶者暴力相談支援センター）

☎087－835－3211 ９時～21時

８時30分～17時15分

ホームページ  http://www.pref.kagawa.lg.jp/kj-soudan/

来所相談（要予約）
☎087－862－8861

＊秘密は厳守されます。
＊『配偶者暴力防止法』により、重大な身体的暴力や生命・身体に関わる脅迫については、保護命令（接近禁止命令・退去命令）を申し
立てることができる場合もあります。

相談先 電話番号 相談日 時間帯

配偶者やパートナーからの暴力で悩んでいませんか？

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

　暴力には、身体的暴力に限らず、精神的暴力・性的暴力も含まれます。親密
な関係にあっても、暴力は決して許されません。配偶者やパートナーからの暴
力は、犯罪となる行為などを含む重大な人権侵害です。

人権課　☎63－6311

11月12日（火）～25日（月）は『女性に対する暴力をなくす運動』期間
11月25日（月）は　　　　　　『女性に対する暴力撤廃国際日』

あなたと一緒に考えます。一人で悩まず、ご相談ください。

11月は児童虐待防止推進月間です
　児童虐待は、孤立した子育ての中で発生しやすいと
いわれています。さりげなく声を掛ける、困っていた
ら手助けをするなど、周りの人のちょっとした気づき
や心遣いが、子育て家庭を支えるきっかけになります。
地域の支え合いで、子どもを虐待から守りましょう。

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。

◆相談窓口
子ども課（家庭児童相談）

☎６３－６３７１
香川県西部子ども相談センター

☎２４－３１７３

人権啓発街頭キャンペーン
を実施します

人権課　☎63－6311

　12月４日（水）～10日（火）の人権週間
に合わせてグッズなどの配布を行います。
　この機会に、人権についてともに考え
ていきましょう。

　　　　　 12月４日（水）10時～

　　　　　 パワーシティ善通寺店
　　　　　 正面玄関付近

　　　　　　11月18日（月）～24日（日）
　　　　　　平日　８時30分～19時
　　　　　　土日　10時～17時

　　　　　　全国共通・ナビダイヤル
☎０５７０－０７０－８１０

『女性の人権ホットライン』
日  　時

日　　時

場　　所

相 談 先

全国
一斉

　このようなときには、お電話をお願いします。連絡
は匿名でもかまいません。

・子どもに不自然な傷がある
・子どもの服装や体が不潔である
・夜間に子どもだけで家の外にいる
・小さい子を残して頻繁に外出している
・長時間子どもの泣き声が聞こえる
・親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする
・子どもがいるのに姿を見かけない　など

　

ス
タ
デ
ィ
ー
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
事
業
の
見
直
し

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
募
集
は
、

令
和
２
年
１
月
か
ら
受
付
を
開
始
す
る
予

定
で
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
『
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
』
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。
募

集
は
、
広
報
や
小
学

校
・
幼
稚
園
を
通
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
幼
児

・
３
歳
児 

20
人
程
度　

・
４
歳
児 

数
人

・
５
歳
児 

数
人

＊
満
３
歳
の
誕
生
日
よ
り
入
園
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み

　

11
月
１
日（
金
）か
ら
本
園
で
受
付
開
始

令
和
２
年
度 

市
立
幼
稚
園
児
を

募
集
し
ま
す

教
育
総
務
課　

☎
６
３
・
６
３
２
７

私
立
善
通
寺
聖
母
幼
稚
園
児
を

募
集
し
ま
す

善
通
寺
聖
母
幼
稚
園　
☎
６
２
・
１
０
８
７

令
和
２
年
度

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

子
ど
も
課　

☎
６
３
・
６
３
６
５

◆
対
象
と
な
る
幼
児

・
３
歳
児 

平
成
28
年
４
月
２
日
～

平
成
29
年
４
月
１
日
生

・
４
歳
児 

平
成
27
年
４
月
２
日
～

平
成
28
年
４
月
１
日
生

・
５
歳
児 

平
成
26
年
４
月
２
日
～

平
成
27
年
４
月
１
日
生

◆
受
付
期
間　

　

11
月
５
日（
火
）～
15
日（
金
）

　
（
期
間
経
過
後
も
受
け
付
け
し
ま
す
）

◆
受
付
場
所

　

入
園
希
望
幼
稚
園

（
面
接
を
兼
ね
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
子
様
同
伴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

　

令
和
２
年
度
途
中
に
職
場
復
帰
予
定
の

方
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
希

望
者
が
定
員
を
超
え
る
と
き
に
は
、
調
整

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
所
で
き
る
児
童

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
児
童

　

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る

　

・
住
民
登
録（
転
入
予
定
者
を
含
む
）

を
し
て
い
る

　

・
保
護
者
の
就
労
・
妊
娠
や
出
産
・
疾

病
や
障
害
・
親
族
の
介
護
や
看
護
・

求
職
活
動
な
ど
『
保
育
の
必
要
な
事

由
』
に
該
当
す
る

◆
入
所
申
込
書
類
の
配
布
・
受
付

期　
　
間 

11
月
11
日（
月
）～
22
日（
金
）

配
布
場
所 

各
保
育
所
・
子
ど
も
課

受
付
場
所 

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所

　

申
込
書
類
は
第
１
希
望
の
保
育
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
を
兼
ね
て
お
尋

ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
出
生
前
で
も
、
令
和
２
年
度
中
に
入
所

予
定
の
方
は
、
仮
の
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
出
生
後
に
再
度
正
式
な
手
続
き

が
必
要
で
す
。

◆
保
育
所
一
覧

＊
ポ
エ
ム
保
育
園
に
入
所
希
望
の
方
は
、

子
ど
も
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
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ス
タ
デ
ィ
ー
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
の
申
し
込
み
に
つ
い
て



▲ 上段：ナウマン象の化石
　 下段：旧石器（旧石器時代終わり頃のもの）

に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

◆
領
収
書
（
購
入
者
の
氏
名
・
購
入
機

種
の
メ
ー
カ
ー
、
種
類
が
明
記
さ
れ

た
も
の
）
＊
レ
シ
ー
ト
不
可

◆
印
鑑

◆
購
入
者
名
義
の
通
帳

（
振
込
先
の
口
座
を
確
認
し
ま
す
）

＊
そ
の
他
、
詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
６
３
・
６
３
０
７

　

９
月
15
日
、
木
徳
福
寿
会
の
会
員
45

人
が
早
朝
か
ら
未
来
ク
ル
パ
ー
ク
21
親

水
公
園
の
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太陽光発電所 発電量のお知らせ（９月１日～30日）

138,990kWh
（電力量×36円）

5,003,640円
35,617,680円
（４月１日～９月30日）

126,820kWh
（電力量×36円）

4,565,520円
33,009,840円
（４月１日～９月30日）

ぜんつうじ太陽光発電所
（与北町）

ぜんつうじ大麻太陽光発電所
（大麻町）

発電電力量

 売電金額（税抜）

 売電累計額（税抜）

 

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
作
り
講
習
会

日
時　
11
月
21
日（
木
）

９
時
か
ら
１
時
間
程
度

場
所 

未
来
ク
ル
パ
ー
ク
21    

プ
ラ
ザ
棟

講
師 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
善
通
寺

環
境
ま
ち
づ
く
り
の
会

費
用 

６
㎏  

３
０
０
円

そ
の
他 

◆
環
境
ま
ち
づ
く
り
の
会
例
会

毎
週
木
曜
日　

９
時
～
10
時

有
機
肥
料
作
り
・
竹
炭
焼
き
に
興
味

の
あ
る
方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

会
員
募
集
中
で
す
。

環境ガイド
環境課 ☎63−6307（環境保全・斎場）

☎63−2812（燃えるごみ）　☎63−2808（一般廃棄物）

（未来クルパーク21 内）

　

環
境
推
進
連
合
会
が
中
心
と
な
り
、

連
合
自
治
会
、
善
通
寺
市
環
境
美
化
推

進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
な
ど
の
ご
支
援

を
得
て
、
河
川
清
掃
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　

11
月
10
日（
日
）
午
前
８
時
～

　

  
予
備
日　

17
日（
日
）

　

・
金
倉
川

　

12
月
１
日（
日
）
午
前
８
時
～

　

  

予
備
日　

８
日（
日
）

　

・
弘
田
川
・
中
谷
川
・
二
反
地
川

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
量
す
る

た
め
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
（
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
）

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
を
受
け
て
か
ら
６
年
が
経
過

し
、
新
た
に
買
い
替
え
る
場
合
も
対
象

　

環
境
省
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
冬

の
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

暖
房
時
の
室
温
を
20
℃
で
心
地
良
く
過

ご
す
こ
と
の
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

『
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
』
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
暖
房
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
発
生
を
削
減
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　
『
寒
い
時
は
着
る
』『
過
度
に
暖
房
機

器
に
頼
ら
な
い
』
そ
ん
な
原
点
に
立
ち

返
り
、
暖
房
に
頼
り
過
ぎ
ず
、
働
き
や

す
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　
間 

11
月
１
日（
金
）～

令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

◆
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

　
『
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
』
の
一
環
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
暖
房
を
使
う
の
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
温
か
い
と
こ
ろ
に
集
ま

る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
に

つ
な
げ
る
『
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
』
を
引

き
続
き
呼
び
か
け
ま
す
。
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子
ど
も
の
医
療
費
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

子
ど
も
課　

☎
６
３
・
６
３
６
５

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
中
学
校
卒
業
ま

で
の
子
ど
も
の
医
療
費
は
、
県
内
医

療
機
関
の
窓
口
で
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
財
源
の
ほ
と
ん
ど
は
市
税
で
す
。

医
療
機
関
な
ど
の
適
正
受
診
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急
医

療
機
関
は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
休

日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
に

は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
、
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

②
小
児
救
急
電
話
相
談（
＃
８
０
０
０
）

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

夜
間
、
休
日
に
お
子
さ
ん
の
急
な
病

気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
小
児

救
急
電
話
相
談（
＃
８
０
０
０
）の
利
用

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
小
児
科
の
医
師
や

看
護
師
か
ら
お
子
さ
ん
の
症
状
に
応
じ

た
適
切
な
対
処
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
周
辺
に
は
、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
文
化
が
栄
え
て
い
た
た
め
、

数
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

市
内
に
残
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
に
つ
い

て
定
期
的
に
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

　

さ
て
、
市
内
周
辺
で
出
土
し
た
最
も
古

い
考
古
資
料
は
今
か
ら
２
～
３
万
年
前

の
旧
石
器
で
す
。
瀬
戸
大
橋
建
設
の
際
に
、

橋
脚
の
下
に
な
っ
た
島
々
か
ら
、
サ
ヌ
カ

イ
ト
（
カ
ン
カ
ン
石
）
製
の
旧
石
器
が
多

数
出
土
し
ま
し
た
が
、
市
内
で
も
高
速
道

路
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
の
際
に
、
碑
殿

付
近
で
同
様
の
旧
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
頃
に
は
、
こ
の
あ
た
り
で
も

人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
時
代
は
、
氷
河
期
の
終
わ
り
頃

で
、
地
球
規
模
で
寒
冷
化
し
て
い
た
時
代

で
す
。
そ
の
た
め
、
大
気
中
の
水
分
が
雪

や
氷
と
な
っ
て
溶
け
ず
に
陸
地
に
た
ま
り

続
け
、
氷
河
や
氷
床
を
形
成
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
影
響
で
、
川
か
ら
海
に
戻
る
水

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
海
水
は
減
り
続

け
、
海
面
は
今
よ
り
も
１
０
０
ｍ
以
上
下

降
し
、
瀬
戸
内
海
が
平
原
に
な
っ
て
い
た

③
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

④
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能

効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
あ
り
、
費
用
が

先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み
ま
す
。

時
代
で
す
。
今
で
も
地
引
き
網
に
ナ
ウ
マ

ン
象
の
化
石
が
引
っ
か
か
る
の
は
、
そ
の

た
め
で
す
。

　

そ
の
頃
、
日
本
列
島
の
北
方
は
海
面
の

下
降
に
伴
い
、
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
象
や
鹿
な
ど
の
大
型
動
物
が

日
本
に
渡
り
、
こ
れ
を
追
っ
て
き
た
人
類

が
私
た
ち
の
先
祖
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
万
年
く
ら
い
前
に
な
る
と
、

氷
河
期
が
終
わ
り
、
気
温
は
徐
々
に
上
が

り
続
け
、
陸
地
に
た
ま
っ
て
い
た
氷
が
溶

け
て
海
面
が
上
昇
し
て
き
ま
す
。

（
隔
月
掲
載
予
定
）

教育委員会
だより①

善
通
寺
市
の
文
化
財
①

『
人
々
の
生
活
の
は
じ
ま
り
』

　
　

 　

  

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を

実
施
し
ま
す

美
し
い
川
をみ

ん
な
の
手
で
守
ろ
う

環
境
美
化
活
動
を

実
施
し
ま
し
た

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
補
助
金
の

申
請
を
受
付
中
で
す

今
年
も



健康と福祉の窓
にこは

ちくん

　

近
年
、
日
本
人
女
性
の
11
人
に
１
人

が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

乳
が
ん
は
30
歳
代
か
ら
40
歳
代
に
か
け

て
急
増
し
ま
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
、
30
歳
代
の
方
も
乳

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
お
申
し

込
み
が
ま
だ
の
方
は
、
保
健
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　
　
象

　

30
～
39
歳
の
市
内
に住

民
票
が
あ
る
女
性

期　
　
間　

　

11
月
１
日（
金
）〜
12
月
31
日（
火
）

　

＊
休
診
日
を
除
く

実
施
機
関　

・
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ

ン
タ
ー（
善
通
寺
市
）

・
ま
る
が
め
医
療
セ
ン
タ
ー（
丸
亀
市
）

・
多
度
津
三
宅
病
院（
多
度
津
町
）

検
診
内
容　

　

問
診
・
視
触
診
・
超
音
波
検
査

＊
授
乳
中
・
妊
娠
中
の
方
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

費　
　
用

　

７
０
０
円

の身長を表します。標準偏差は、平均からの離れ
具合を表し、－2.0ＳＤは前から２～３番目、＋2.0
ＳＤは後ろから２～３番目のこどもの身長に相当
します。－2.0ＳＤより低い身長を低身長と呼んで
おり、こどもの２％は必ず低身長になります。
　次に成長曲線の見方をご説明します。身長は伸
びているようだけど十分に伸びているのだろうか、
そのようなご心配をお聞きします。お子さんの身
長が気になる場合は、今までの成長記録を集めて
成長曲線を描いてみましょう。成長曲線は、日本
小児内分泌学会や製薬会社のwebサイトから入手
できます。お子さんの身長の伸びが曲線に沿って
いて、身長が－2.0ＳＤ～＋2.0ＳＤの標準的な範囲
から大きく外れていなければ、通常はあまり問題
ありません。しかし、曲線から下向きに離れて身
長が伸びていない場合には成長ホルモンなどのホ
ルモンが不足している、また上向きに離れて身長
が急速に伸びている場合には二次性徴が通常より
も早く進んでいるなどの病気の可能性が疑われま
す。その場合は一度ご相談されることをおすすめ
します。

　お子さんの成長曲線を描いたことはありますで
しょうか。お子さんが乳幼児の時は、母子手帳の
身体発育曲線を活用されていたかもしれませんが、
小学生になってからは、成長曲線を目にする機会
はあまりないかもしれません。成長曲線はこども
の発育の評価に大変役立つものです。成長曲線の
活用による発育の評価は、小児科では以前から行
われていましたが、学校健診でも法改正により平
成28年度から積極的に活用されるようになって
きています。ここでは、成長曲線の基本的な事柄、
成長曲線の見方についてご紹介したいと思います。
　成長曲線とは、男女別にたくさんのこどもの身
長や体重の記録を集めて、年齢別に身長や体重の
平均値や標準偏差を曲線で示した表のことです。
同じ年齢の100人のこどもを集めて背の小さい順
に並べた場合に、平均値は前から50番目のこども

ドクターからのアドバイス

学校給食センター　☎ 62−5236

エネルギー

たんぱく質

脂質

カルシウム

鉄

塩分

354kcal

9.1g

4.6g

40mg

1.1mg

0.5g

1人分の
栄養量

＊
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
と
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
方
は
、
自
己
負
担
金
が

免
除
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
印
鑑

と
本
人
確
認
が
で
き
る
健
康
保
険
証

な
ど
を
保
健
課
ま
で
お
持
ち
に
な
り
、

証
明
書
の
交
付
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
検
診
当
日
、
証
明
書
の
提

出
が
な
け
れ
ば
、
自
己
負
担
金
を
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
、
検
診
後
の
返

金
に
は
一
切
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？
受
診

が
ま
だ
の
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
で
の

受
診
が
可
能
で
す
。
人
間
ド
ッ
ク
実
施

期
間
は
、
令
和
２
年
２
月
末
ま
で
で

す
。
ぜ
ひ
、特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
診
後
に

特
定
保
健
指
導
が

必
要
と
な
っ
た
場

合
、
早
め
に
特
定

保
健
指
導
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

ほけんガイド
保健課　☎ 63−6308

☆葉ねぎや三つ葉をのせてもおいしいです。

成長曲線について

　
　

 

30
歳
代
の
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
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シャキシャキ豚丼
学校給食レシピ

切り干し大根の食感が
楽しい丼です

作ってみよう

①　材料を切る。
　　にんじん・・・・・・・・・・・・千切り
　　たまねぎ・・・・・・・・・・・・スライス

②　切り干し大根は水洗いし、戻してから水気をし
ぼる。

③　鍋に油を熱し、豚ひき肉、酒を入れていためる。

④　たまねぎ、にんじん、切り干し大根の順にいた
め、砂糖、しょうゆ、みりんを加えて煮る。

⑤　味がなじんだら、炊いたごはんの上にのせる。

材 料  （４人分）

大さじ１
　小さじ２

小さじ１
４人分

　分量外

＊しょうゆ・・・・・
＊みりん・・・・・・・
＊油・・・・・・・・・・・
＊ごはん・・・・・・・・・

＊葉ねぎ・・・・・・・・・

１/１０本
１/２個

　２５ｇ
　８０ｇ

大さじ１・１/３
　大さじ１

＊にんじん・・・・ 
＊たまねぎ・・・・・・
＊切り干し大根・・
＊豚ひき肉・・・・・・
＊砂糖・・・
＊酒・・・・・・・・・・

四国こどもとおとなの医療センター
小児内分泌・代謝内科医師 三好 達也 先生

今
年
度
か
ら

保健師・栄養士による
いきいき健康相談 子宮頸

けい

がん・胃がんの集団検診

健康診査や人間ドックの結果の説明や食事
相談などを行います。健診結果をヒントに
して、生活習慣病を予防しましょう。
日 時   11月13日（水）

９時 30分～10時 30分
場 所   東部公民館

＊他の地区公民館については、保
　健課までお問い合わせください。

当日 10 時より、保健師による『ながら運動』
のプチ講座を実施します。
地区公民館での健康相談では、体組成など
の測定は行っていません。

日 時   11月23日（土・祝）～ 25日（月）
９時～ 11時

内 容   子宮頸がん（問診、視診、子宮頸部細胞診）
胃がん（問診、バリウムによる胃部 X 線検査）

場 所   市民会館　１階　中会議室１
費 用   子宮頸がん

20歳～ 74歳 700円  　75歳以上 500円
胃がん
40歳～ 74歳 700円  　75歳以上 500円

＊生活保護法による生活保護を受けている方と市民
税非課税世帯に属する方は、自己負担金が免除と
なります。事前に印鑑と本人確認ができる健康保
険証などを保健課までお持ちになり、証明書の交
付手続きを行ってください。検診当日、証明書の
提出がなければ、自己負担金を徴収することにな
り、検診後の返金には一切応じることができません。

＊すでに申し込まれた方には、10月末に受診券を送
ります。

＊クーポン券をお持ちの方は、検診当日受付へ提出
してください。



健康と福祉の窓
にこは

ちくん

耳よりコーナーちょこっと

９～10か月頃

６～７か月頃

４ か 月 頃

１ 歳 頃 ～

【読み聞かせ、その前に】 
　せっかく絵本を読み聞かせしているのに、赤ちゃんが興味を示し
てくれない、どんな絵本を選んだらいいのかわからない・・・そん
な悩みをもってはいませんか？ 
　 絵本の読み聞かせは、『読むこと』ではなく、抱っこなどのふれ
あいやパパやママの語りかけを通して、『親子が心地よい時間を楽
しむこと』が大切です。

【絵本選びのポイント】 
　赤ちゃんは、成長に応じて少しずついろいろ
な絵本の楽しみ方ができるようになります。 
　　　　　　 人の顔や表情をわかりやすく
描いているもの、リズミカルな言葉が繰り返されるもの。 
　　　　　　 ４か月頃の要素に加えて、「次はどうなるかな・・・？
やっぱりこうなった！」と予測が立てられるもの、反対に「あれ？
ちがった！」と意外な展開になるもの。 
　　　　　　 ストーリーのあるものを少しずつ楽しめるように
なります。
　　　　　　 好奇心が旺盛になり、絵本の中の『歩く』『食べる』
『遊ぶ』などの生活場面を自分に重ねて楽しめるようになります。

　毎月子ども課で実施している『幼児相談（午前中）』では、1 歳
になるお子さんに絵本のプレゼントをしたり、図書館スタッフがお
すすめの絵本を紹介していますので、ぜひ親子でお越しください。
お気に入りの絵本と出会えますように。

親子で楽しむ絵本の読み聞かせ

準備物

締め切り

子ども課　☎ 63−6365
（子ども・家庭支援センター内）

（子ども・家庭支援センター体育館）

◆健康診査を実施中（対象者には個人通知します）

４か月児

１歳６か月児

３歳児

・安藤医院　　・中島医院
・にしかわクリニック
・前田病院　　・森医院
・四国こどもとおとなの医療センター内

乳幼児健診センター

・四国こどもとおとなの医療センター内
乳幼児健診センター

生後４か月の乳児

１歳６か月～
１歳７か月の幼児

３歳６か月の幼児

健康診査名 対　　象 医療機関
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子どもガイド

子ども・家庭支援センター　☎ 63－6365

０～１８歳の子どもたちが自由に遊べる『児童センター』や、卓球や運動あそびができる『体育館』があります。
いろいろな遊びや、人との出会い・ふれあいを通して、みんながいきいきと過ごせるセンターを目指しています。

日時　11月20日（水）
　　　10時～12時
対象　妊婦さんとご家族
内容　産後の生活や赤ちゃんのお
　　　世話について。先輩ママとお
　　　話して、準備を進めましょう!
　　　11月12日（火）

 マタニティ教室 予約制

日時　11月６日（水）
　　　９時15分～11時30分
　　　11月12日（火）
　　　13時30分～15時30分

対象　子どものことばや発音が気になる方

内容　言語聴覚士による相談

日時　11月20日（水）
　　　９時30分～16時

対象　子どもの発達や行動が気に
　　　なる方

内容　香川県西部子ども相談セン
　　　ターの先生による相談

日時　11月26日（火）
　　　（受付時間）
　　　13時30分～14時30分
対象　乳児
内容　離乳食 試食メニュー
　　　『豆乳みそシチュー』

11月27日（水）
（受付時間）
①9時30分～10時30分　②14時〜15時
幼児
幼児食 試食メニュー
午前『すき焼き風煮』午後『軽食』

　 乳幼児相談

  ことばの相談 子ども発達相談

日時　11月13日（水）
　　　10時30分～11時30分

対象　生後６か月頃までの赤ちゃん

内容　ベビーマッサージ

　　　母子健康手帳・バスタオル

＊身体計測・相談は、乳児幼児にかかわらず、
　都合のよい日にどうぞ。

身体計測、育児相談・発達相談・栄養相談・おっぱい相談

予約制 予約制

レシピは
左のページ♥

　すくすく教室

日時　11月15日（金）
　　　10時～11時
対象　子どものことばの発達
　　　が気になる方

内容　ことばの発達を助ける
　　　親子でのふれあい遊び

メロディ教室 予約制

　　おっぱい＆まんま教室

日時　11月７日（木）
　　　10時30分～11時30分

対象　生後４か月～８か月頃まで
　　　の赤ちゃんとママ

内容　おっぱい（ミルク）と離乳食
　　　の相談、離乳食の始め方講
　　　座、試食など

＊１歳のお誕生月のお子さまには絵本と手形のプレゼント！

手形は①の時間帯のみの受付と
なります

日時　11月19日（火）
　　　9時30分～11時30分
対象　今年度５歳児健診対象保護者の方

内容　野崎 晃広先生（四国学院大学教授）
　　　による幼児期にはぐくむ親と子
　　　の関わりについて

ひよこ教室 予約制

　

東
部
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
は
、
就

園
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
東
部
地
区
の
健
康
推
進

員
が
計
画
し
て
月
１
回
、
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
と
２
月
に
は
『
お
も
ち
ゃ

作
り
』
と
一
緒
に
、
入
園
ま
で
に

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
基
本
的
な
生

活
習
慣
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
さ
ん
か

ら
、
事
故
防
止
や
予
防
接
種
な
ど

に
つ
い
て
の
ご
指
導
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
部
幼
稚
園
の
協
力
に

よ
り
、
幼
稚
園
の
お
姉
さ
ん
や
お

兄
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
の
共
催

で
料
理
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
秋
に
開
催
す
る
東

部
地
区
市
民
体
育
祭
に
も
パ
ン
食

い
競
争
で
参
加
し
、
地
区
の
皆
さ

ま
と
の
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

日
頃
の
参
加
者
は
マ
マ
が
多
い

で
す
が
、
行
事
に
よ
り
パ
パ
や

じ
ぃ
じ
・
ば
ぁ
ば
の
参
加
も
あ
り
、

大
変
う
れ
し
い
で
す
。

　

活
動
の
案
内
は
、
初
め
て
の
方

に
は
『
赤
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う

バ
ッ
ク
』
配
付
時
に
お
便
り
で
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
時 

月
１
回（
木
曜
日
な
ど
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
所 

東
部
公
民
館

東
部
幼
稚
園

市
内
の
公
園
な
ど　

内　
容 

・
お
も
ち
ゃ
作
り

・
料
理
教
室

・
折
り
紙
遊
び

・
ク
リ
ス
マ
ス
会 

な
ど

問
い
合
わ
せ松

前 

美
津
枝

☎
６
２
・
１
４
１
１

子
育
て

支
援
情
報

『
東
部
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
』

▲事故防止のお話

日時　11月５・12・19・26日（火）　10時～10時45分

対象　就園前の親子

内容　ふれあい遊び・歌・踊りなど

リズムあそび

子育てほっとCOM
ぜんつうじ

子育て支援に関する施設やイベントの
情報を詳しく紹介しています。
携帯電話でもご覧いただけます。

大好評♪

　　　（子ども10人分）
●牛肉
●焼き豆腐
●たまねぎ
●にんじん
●大根
●糸こんにゃく
●白菜
●白ねぎ
　　  ●水
　　  ●砂糖
　　  ●みりん
　　  ●しょうゆ
　　  ●酒
　　  ●油

① 糸こんにゃくをさっとゆでる。
② 牛肉、焼き豆腐、たまねぎ、にん

じん、だいこん、白菜、糸こんにゃ
くを１～２㎝の大きさに切る。

③ 白ねぎを小口切りにする。
④ 油で牛肉をいため、　 を入れ、軽

く煮る。
⑤ 牛肉だけ取り出し、そこに野菜を

入れて煮る。
⑥ 焼き豆腐、糸こんにゃくを入れて

煮る。
⑦ 最後に牛肉を鍋に戻して、できあ

がり。

☆保育所でも人気のメニューです。

 ………………………２００ｇ
………………… ２００ｇ 
………………… ２００ｇ
………………… １００ｇ

……………………… １００ｇ
 …………… １００ｇ 

……………………… ２００ｇ
 …………………… １００ｇ
 …………………… １５０ml

 ………………… 大さじ２
 ……………… 小さじ２

 …………… 大さじ２
 ………………………… 少々
 ………………………… 適量

すき焼き風煮

簡単レシピ

作 り 方

材 料

幼  児  食

乳幼児相談日（右のページ）に
試食できます

Ａ

Ａ



健康と福祉の窓
にこは

ちくん

保
健
課
　
☎
６
３
・
６
３
０
８

　今
回
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
で
き
る
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
姿
勢
を
整
え
て
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

　『な
が
ら
運
動
』
は
、
身
近
な
何
か
を
し
な
が
ら
、
少
し
意
識
的
な
動
き
を
加
え

る
こ
と
で
で
き
る
運
動
で
す
。
家
事
を
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
運
動

習
慣
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　＊
次
回
は
１
月
号
で
掲
載
予
定
で
す
。

は
じ
め
よ
う
！ 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
運
動
を
！

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

効いているポイント

●体幹部のひきしめ
●腰回りのストレッチ　など

ながら運動についての動画はこちらから
http://www.city.zentsuji.kagawa.jp/soshiki/20/

17

な
が
ら
運
動
シ
リ
ー
ズ

な
が
ら
運
動
シ
リ
ー
ズ

視線はやや
上に、背筋
は真っ直ぐ
にし、おへ
その下をひ
きしめて 

いつもどんな姿勢で歩いていますか？ 
    こんな姿勢の方は要チェック！ 

肩の力を抜いて歩く

地域包括支援センター　☎ 63−6364
高齢者課　☎ 63−6331 （総合会館１階）

『
生
き
が
い
』で
健
康
長
寿
！
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高齢者ガイド

ふ

　く

　し

　チ

　ャ

　ン

　ネ

　ル

し

あ

わ
せ

ぷ

ら

ん

社
会
福
祉
課　
　
　

☎
６
３
・
６
３
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
・
６
３
５
５

第
20
回 

香
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
14
日（
土
）
Ｐ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ス

タ
ジ
ア
ム
（
香
川
県
立
丸
亀
競
技
場
）

お
よ
び
丸
亀
市
民
体
育
館
で
『
第
20

回 

香
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
よ
り
７
５
０
人
以
上
の
方
が
、

競
走
や
跳
躍
、
リ
レ
ー
の
ほ
か
、
今

年
度
か
ら
卓
球
も
追
加
さ
れ
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

善
通
寺
市
か
ら
も
多
数
の
方
が
参
加

さ
れ
、『
き
ら
り
☆
輝
け
！
み
ん
な
の

笑
顔
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
持

て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
楽
し
く

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

善
通
寺
市
戦
没
者
追
悼
式
の
ご
案
内

　

令
和
元
年
度
善
通
寺
市
戦
没
者
追
悼

式
を
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
は
、
多
数
の
ご

参
列
を
賜
り
、
献
花
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日　
時 

11
月
９
日（
土
）
10
時
～

場　
所 

市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

手
話
通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す

　

社
会
福
祉
課
で
は
、
耳
が
不
自
由
な

方
の
た
め
に
手
話
通
訳
が
で
き
る
者
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
手
話
通
訳
が
必
要

な
場
合
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
左
記
の
時
間
以
外
に
手
話
通

訳
者
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

設
置
日 

毎
週
月
・
木
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

８
時
30
分
～
17
時

　

あ
な
た
の
生
き
が
い
は
何
で
す
か
？

高
齢
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
健
康

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
『
生
き

が
い
』
は
、か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

仕
事
や
子
育
て
な
ど
、
今
ま
で
の
役
割

に
一
区
切
り
つ
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
き

が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●『
生
き
が
い
』っ
て
何
で
し
ょ
う

　

国
語
辞
典
に
は
、『
生
き
る
に
値
す

る
も
の
、
生
き
て
い
く
張
り
合
い
や
喜

び
』
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
が
い

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
一
言
で
説
明
し
き

れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合
い
を
持
つ

日
本
独
特
の
価
値
観
を
表
す
言
葉
で
す
。

就
学
、
仕
事
、
家
族
の
世
話
、
趣
味
な

ど
、
皆
さ
ん
も
意
識
せ
ず
に
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
こ
そ『
生
き
が
い
』を

　

と
こ
ろ
が
、
高
齢
に
な
る
と
地
域
や

家
庭
の
中
で
の
役
割
が
少
な
く
な
る
こ

と
や
心
身
の
衰
え
や
疾
病
で
、
生
き
が

い
を
見
失
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
生
き
が
い
は
次
の
よ
う
な
健
康
長

寿
に
つ
な
が
る
効
果
を
生
み
出
す
の
で
、

　

地
域
で
の
ゆ
る
や
か
な
見
守
り
や
認

知
症
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
時
の
早
期
発
見
・
保
護
を
目
的
と
し

た
『
見
守
っ
て
ね
っ
と
』
に
登
録
し
て

い
た
だ
く
『
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
』
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
行
方
不
明
高
齢
者
の
早
期
発
見
・

保
護
へ
の
協
力

　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
時
は
、
メ
ー
ル
配
信
に
よ
り
情

報
を
提
供
し
ま
す
。「
情
報
に
一
致
す
る

方
を
見
つ
け
た
」
な
ど
の
気
づ
き
を
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
丸
亀
警

察
署
（
☎
２
２
・
０
１
１
０
）
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

●
登
録
方
法

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
携
帯
電
話
な
ど
の
迷
惑
メ
ー
ル

対
策
の
設
定
に
よ
っ
て
、
市
か

ら
配
信
す
る
メ
ー
ル
を
受
信
で

き
な
い
場
合
は
、zscc@

city.
zentsuji.scc.jp

か
ら
配
信

さ
れ
る
メ
ー
ル
を

『
受
信
許
可
』
に

し
て
く
だ
さ
い
。

生
き
が
い
を
持
っ
て
ハ
ツ
ラ
ツ
と
暮
ら

す
こ
と
は
、
高
齢
者
に
こ
そ
必
要
な
の

で
す
。

・
外
出
す
る
こ
と
で
、
運
動
量
が
増
え

寝
た
き
り
予
防
に
な
り
ま
す
。

・
社
会
と
の
交
流
が
増
え
る
こ
と
で
、

脳
が
活
性
化
さ
れ
、
認
知
症
予
防
に

な
り
ま
す
。

・
身
だ
し
な
み
や
体
調
に
気
配
り
す
る

こ
と
で
、
生
活
の
質
が
向
上
し
ま
す
。

●
新
し
い『
生
き
が
い
』で
ハ
ツ
ラ
ツ
と

　

生
き
が
い
は
、
ペ
ッ
ト
と
の
触
れ
合

い
や
家
事
、
庭
仕
事
な
ど
の
日
常
生
活

で
無
意
識
に
見
つ
け
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
意
識
的
・
積
極
的
に
見
い

だ
そ
う
と
す
る
気
持
ち
も
大
切
で
す
。

新
し
い
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
た
め
に
は
、

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
す
る
。

・
図
書
館
に
通
う
。

・
公
民
館
な
ど
で
の
趣
味
の
サ
ー
ク
ル

に
参
加
す
る
。

・『
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』や『
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
こ
こ
家
』
で

交
流
す
る
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す

る
。

・
自
治
体
な
ど
が
開
催
す
る
各
種
教
室

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
参
加

す
る
。

な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
自
分
だ
け
の
新
し
い
生
き
が

い
を
見
つ
け
、
人
生

の
後
半
も
心
豊
か

に
過
ご
し
、
健
康

長
寿
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
方
を
講
師
に

迎
え
、
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
や
介
護
に
関

心
の
あ
る
方
な
ど
、
市
民
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　
時 

11
月
12
日（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　
所 

総
合
会
館
３
階 

学
習
室

内　
容
『
気
を
つ
け
て
！
悪
徳
商
法
』

～
事
例
・
対
策
方
法
に
つ
い
て
～

定　
員 

30
人

（
今
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
）

参
加
費 
無
料

申
し
込
み 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
！

第
４
回

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

https://yb74.asp.cuenote.jp/mypage/
regist/gRbTT3bggb3R3TwQf
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１
日
○
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

　
　
　
　
第
　
回
理
事
会

　
日
○
広
報
広
聴
委
員
会

22
日
○
第
２
回
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

23
日
～
24
日

　
　
○
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

　
　
　
　
中
国
・
四
国
部
会
定
期
総
会

２
日
○
全
員
協
議
会

５
日
○
議
会
運
営
委
員
会

19
日
～
21
日

　
　
○
総
務
委
員
会
視
察
研
修

20
日
～
21
日

　
　
○
建
設
経
済
委
員
会
視
察
研
修

26
日
～
27
日

　
　
○
教
育
民
生
委
員
会
視
察
研
修

28
日
○
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
８
月
定
例
会

29
日
○
議
会
運
営
委
員
会

５
日
○
議
会
運
営
委
員
会

６
日
○
建
設
経
済
委
員
会

９
日
○
教
育
民
生
委
員
会

　
日
○
総
務
委
員
会

25
日
～
26
日

　
　
○
平
成
30
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

30
日
○
香
川
県
市
議
会
議
長
会
総
会

８
件
を
上
程
し
、
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
８
件

の
認
定
議
案
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

し
て
付
託
し
ま
し
た
。

２
　
日
　
目
　（
９
月
　
日
）

　
８
人
の
議
員
が
、
防
災
行
政
・

保
健
福
祉
行
政
・
教
育
行
政
・
企

画
行
政
・
土
木
行
政
・
農
林
行
政
・

総
務
行
政
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。

最
　
終
　
日
　（
９
月
　
日
）

　
最
初
に
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
い
た
議
案
16
件
に
つ
い
て
、

委
員
長
報
告
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
人
事
議
案
２
件
を
上

程
し
、
審
議
の
結
果
、
こ
れ
に
同

意
し
た
の
ち
、
善
通
寺
市
選
挙
管

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
９
月

５
日
に
招
集
さ
れ
、
18
日
ま
で
の

14
日
間
開
き
ま
し
た
。

１
　
日
　
目
　（
９
月
　
日
）

　
最
初
に
、
今
定
例
会
の
会
期
を

９
月
19
日
（
19
日
は
予
備
日
）

ま
で
の
15
日
間
と
定
め
た
の
ち
、

寿
賀
崎
議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続

き
、
平
岡
市
長
か
ら
市
政
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、「
令
和
元
年
度
善
通
寺
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」

な
ど
、
議
案
16
件
を
上
程
し
、
提

案
理
由
の
説
明
の
の
ち
、
各
議
案

を
審
査
の
た
め
、
所
管
常
任
委
員

会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
平
成
30
年
度
善
通
寺

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
認
定
議
案

理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
、
ま

ん
の
う
町
外
二
ヶ
市
町
（
十
郷
地

区
）
山
林
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
請
願
１
件
を
上
程
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
所
管

常
任
委
員
会
へ
付
託
し
た
の
ち
、

各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
視

察
研
修
の
報
告
が
行
わ
れ
、
今
定

例
会
の
日
程
を
す
べ
て
終
了
し
た

た
め
、
こ
の
日
を
も
っ
て
９
月
定

例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
氏
家
　
寿
士

副
委
員
長
　
川
向
　
　
武

委
　
　
員
　
山
根
　
千
佳

委
　
　
員
　
内
田
　
　
等

委
　
　
員
　
竹
森
　
千
津

委
　
　
員
　
大
西
　
智
晴

委
　
　
員
　
上
田
　
博
之

委
　
　
員
　
牧
田
　
嘉
己

委
　
　
員
　
真
鍋
　
範
子

委
　
　
員
　
大
平
　
達
城

委
　
　
員
　
長
谷
川
義
仁

委
　
　
員
　
金
崎
　
大
和

委
　
　
員
　
内
田
　
信
吾
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５

定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
日
程

５
日
○
諸
般
の
報
告

　
　
○
市
政
報
告

　
　
○
議
案
上
程

　
　
　
提
案
理
由
説
明

　
　
　
大
綱
質
疑

　
　
○
平
成
30
年
度
決
算
審
査

　
　
　
特
別
委
員
会
設
置

６
日
○
建
設
経
済
委
員
会

９
日
○
教
育
民
生
委
員
会

　
日
○
総
務
委
員
会

　
日
○
議
案
調
査
の
た
め
休
会

　
日
○
一
般
質
問

　
日
○
議
案
調
査
の
た
め
休
会

　
日
　
　
　
　
〃

　
日
○
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

　
　
　
質
疑
・
討
論
・
採
決
　

　
　
○
人
事
議
案
上
程

　
　
　
提
案
理
由
説
明

　
　
　
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
○
善
通
寺
市
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
及
び
補
充
員
の
選
挙

　
　
○
ま
ん
の
う
町
外
二
ヶ
市
町

　
　
　（
十
郷
地
区
）
山
林
組
合
議

　
　
　
会
議
員
の
選
挙

　
　
○
請
願
上
程

　
　
○
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

1110

ぎ
か
い
活
動
日
誌

10 17

94

７
月

９
月

８
月

13 121718

平
成
30
年
度
決
算

審
査
特
別
委
員
会

令
和
元
年
９
月
定
例
会

委
員
長
　川
向
　
　武

　
　
竜
川
小
学
校
の
旧
ト
イ
レ
を

取
り
壊
し
、
新
た
に
建
設
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
旧
ト
イ
レ
を
活
用

す
る
な
ど
、
利
便
性
や
コ
ス
ト
を

精
査
し
て
い
る
の
か
。大

西
　智
晴

　
　
旧
ト
イ
レ
の
活
用
に
つ
い
て

学
校
と
協
議
を
重
ね
た
が
、
建
築

基
準
法
の
制
約
や
費
用
面
な
ど
を

考
慮
し
、
建
て
替
え
が
最
善
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
今
後
は
、
当
初

の
計
画
段
階
で
精
査
し
、
予
算
を

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
印
鑑
登
録
証
明
な
ど
に
旧
氏

を
記
載
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、

複
数
の
旧
氏
が
あ
る
場
合
の
取
扱

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。大

西
　智
晴

　
　
複
数
の
旧
氏
が
あ
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
名
乗
っ
た
こ
と
の
あ
る

氏
か
ら
任
意
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

委
員
長
　大
平
　達
城

　
　
国
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
う

の
か
。 

内
田
　
　等

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
①

消
費
活
性
化
策
の
周
知
、
②
マ
イ

キ
ー
ID
の
設
定
支
援
、
③
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
が
利
用
で
き
る
店
舗
の

募
集
の
３
つ
の
業
務
が
あ
り
、
消

費
活
性
化
策
の
円
滑
な
実
施
に
向

け
て
、
整
備
を
す
す
め
て
い
き
た

い
。

　
　
健
康
増
進
へ
の
取
組
や
、
防

犯
・
防
災
へ
の
貢
献
者
に
対
し
て

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
な
ど
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。安

井
　一
博

　
　
減
免
の
関
係
も
あ
り
、
増
税

分
を
追
加
し
て
徴
収
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

委
員
長
　林
野
　忠
弘

　
　
用
途
の
変
更
を
伴
わ
な
い
修

繕
お
よ
び
模
様
替
え
に
つ
い
て
、

そ
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、
外
壁

を
塗
り
替
え
る
場
合
は
制
限
対
象

と
な
る
の
か
。

竹
森
　千
津

　
　
修
繕
と
は
今
の
形
状
や
機
能

を
変
え
ず
に
原
状
回
復
す
る
工
事

で
あ
り
、
模
様
替
え
と
は
用
途
を

変
え
ず
に
改
修
す
る
工
事
で
あ
る
。

外
壁
の
塗
り
直
し
に
つ
い
て
は
、

制
限
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
ま
ず
は
利
用
環
境
の
整
備
を

優
先
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
導
入
予
定
は
な
い
。
　

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普

及
さ
せ
る
た
め
の
推
進
策
に
つ
い

て
伺
う
。

牧
田
　嘉
己

　
　
現
在
、
市
役
所
窓
口
に
お
い

て
の
み
交
付
し
て
い
る
が
、
今
後

依
頼
が
あ
れ
ば
会
社
な
ど
に
出
向

き
、
交
付
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
使
用

料
で
、
年
度
当
初
に
１
年
分
を
一

括
し
て
徴
収
し
た
使
用
料
に
つ
い

て
、
引
き
上
げ
税
率
分
を
さ
ら
に

徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

　上
田
　博
之

　
　
任
意
に
氏
を
選
択
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
周
知
方
法
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

寿
賀
崎
　久

　
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
今
後
、
認
定
要
件
の
見
直
し

の
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
申
請

者
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

大
西
　智
晴

　
　
現
在
、
本
市
で
は
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、

保
育
の
見
込
み
量
と
し
て
は
、
待

機
児
童
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
出

生
数
や
利
用
者
数
の
動
向
を
見
つ

つ
、
当
面
は
現
在
の
要
件
で
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
審
査
に
つ
い
て
は
証
明

書
類
を
添
付
い
た
だ
く
な
ど
し
て

お
り
、
引
き
続
き
現
状
を
正
確
に

把
握
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
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委  

員  

会  

審  

査  

報  

告

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
各
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

総
務
委
員
会

 

善
通
寺
市
行
政
財
産
の
使
用
料

 

徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

 

い
て

 

建
設
経
済
委
員
会

 

善
通
寺
市
特
別
用
途
地
区
内
に

 

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

令
和
元
年
度
善
通
寺
市
一
般
会

 

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

教
育
民
生
委
員
会

 

令
和
元
年
度
善
通
寺
市
一
般
会

 

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

善
通
寺
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改

 

正
に
つ
い
て

 

善
通
寺
市
特
定
教
育
・
保
育
施

 

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

 

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

 

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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平
均
所
得
の
半
分
に
満
た
な

い
世
帯
に
属
す
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
の
割
合
は
約
７
人
に
１
人
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
子
ど

も
に
つ
い
て
、
貧
困
の
掌
握
状
況

と
支
援
体
制
、
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
就
学
前
の
子
育
て
医
療
費
助

成
金
の
受
給
資
格
者
の
う
ち
約
９

％
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
金

の
受
給
世
帯
の
う
ち
約
48
％
が
住
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９
月
12
日
に
８
人
の
議

員
が
、
防
災
行
政
・
保
健

福
祉
行
政
・
教
育
行
政
・

企
画
行
政
・
土
木
行
政
・

農
林
行
政
・
総
務
行
政
な

ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　一 

般 

質 

問

　
　
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

現
代
で
は
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
の

う
ち
、
10
人
に
１
人
は
何
ら
か
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
お
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
災
害
時
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
食

料
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
現
在
、
粉
ミ
ル
ク
と
ア
ル
フ

ァ
米
に
つ
い
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
物
資
を
備
蓄
し
て
い
る
。

備
蓄
量
に
つ
い
て
は
、
本
年
８
月

１
日
現
在
、
粉
ミ
ル
ク
８
０
０
グ

ラ
ム
、
ア
ル
フ
ァ
米
９
０
０
食
で

あ
り
、
備
蓄
目
標
を
上
回
っ
て
い

る
。

　
　
被
災
地
で
は
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
物
資
が
一
般
物
資
に
紛

れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
元
に
届

か
な
い
事
例
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
本
市
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
物
資

の
受
入
拠
点
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
物
資
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
現
在
、
市
外
か
ら
の
支
援
物

資
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
物
資
を
含

め
、
全
て
市
民
体
育
館
で
集
約
し

て
受
け
入
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
般
の
物
資
と
は
ゾ
ー
ン

分
け
を
行
い
、
区
別
し
た
う
え
で

管
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
一
般
的
な
製
品
の

な
か
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材

料
不
使
用
の
製
品
が
あ
り
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
の
際
に

は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
物
資
ゾ
ー
ン

へ
分
類
し
、
管
理
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
物
資
の
備
蓄
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
目
標
を
上
回
る
備

蓄
が
あ
る
。

　
防
災
行
政
に
つ
い
て

　
　
子
ど
も
の
貧
困
の

掌
握
状
況
と
今
後
の
支

援
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
子
育
て
す
る
環
境

に
よ
り
、
将
来
が
左
右

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
支

援
機
能
の
充
実
を
図
る
。

内
　田
　信
　吾

　
教
育
行
政
に
つ
い
て

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
。

　
経
済
的
な
支
援
と
し
て
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
や
児

童
扶
養
手
当
の
ほ
か
、
母
子
家
庭

等
自
立
支
援
給
付
金
事
業
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
子
育
て
す

る
環
境
に
よ
り
、
将
来
が
左
右
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
支
援
機
能
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
市
の
義
務
教
育
で
は

生
活
保
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

『
要
保
護
世
帯
』
の
ほ
か
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
生
活
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯
を
『
準
要
保
護
世

帯
』
と
し
て
認
定
し
て
お
り
、
小

学
校
で
は
全
体
の
児
童
数
に
占
め

る
要
保
護
児
童
、
準
要
保
護
児
童

の
割
合
が
約
12
％
、
中
学
校
で
は

約
18
％
で
あ
る
。

　
こ
の
認
定
世
帯
に
つ
い
て
は
、

就
学
援
助
費
の
支
給
要
綱
に
基
づ

い
て
新
入
学
の
学
用
品
費
、
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
支
給
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
部
署

と
連
携
し
て
就
学
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

山
　根
　千
　佳

用
し
た
場
合
、
そ
の
利
用
料
が
新

た
に
無
償
に
な
る
。
ま
た
、
民
間

の
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
授
業
料

が
月
額
２
５
，
７
０
０
円
、
幼
稚

園
の
預
か
り
保
育
の
利
用
料
が
月

額
１
１
，
３
０
０
円
ま
で
無
償
に

な
る
。

　
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
い
、
副
食
費
に
つ
い
て
も
無

償
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か

伺
う
。

　
　
本
年
度
予
算
編
成
時
に
は
副

食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
が
、
無
償
と
す
る
対
象
年
齢

や
財
源
確
保
に
課
題
が
あ
り
、
実

施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
子
育
て
支
援
は
非
常
に
重

要
な
施
策
と
考
え
て
お
り
、
０
～

２
歳
児
の
保
育
料
の
月
４
，
５
０

０
円
の
減
額
は
、
本
市
独
自
の
施

策
と
し
て
、
10
月
以
降
も
続
け
る

こ
と
と
し
た
。
来
年
度
か
ら
の
子

育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
副
食

費
の
無
償
化
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　
　
10
月
か
ら
の
保
育
の
無
償
化

は
、
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
と
３
～
５
歳
児
の

ク
ラ
ス
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
利

用
料
の
ほ
か
、
幼
稚
園
の
預
か
り

保
育
、
認
可
外
保
育
施
設
、
病
児

保
育
等
の
利
用
料
が
全
額
ま
た
は

一
部
無
償
に
な
る
。
市
内
の
公
立

幼
稚
園
の
授
業
料
は
既
に
無
償
で

あ
る
が
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定

を
受
け
た
児
童
が
病
児
保
育
を
利

　
　
市
が
支
援
す
る
場
合
の
貸
付

金
、
奨
学
金
に
つ
い
て
具
体
的
な

内
容
を
伺
う
。

　
　
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
時
の
費

用
の
貸
付
で
あ
る
『
香
川
県
勤
労

者
福
祉
資
金
融
資
』、
低
所
得
者

を
対
象
に
生
活
支
援
・
高
校
へ
の

就
学
の
た
め
の
貸
付
で
あ
る
『
生

活
福
祉
資
金
貸
付
』、
ひ
と
り
親

世
帯
が
自
立
す
る
た
め
の
生
活
資

金
や
就
労
資
金
・
子
ど
も
の
就
学

等
貸
付
を
行
う
『
母
子
父
子
寡
婦

福
祉
金
貸
付
』
が
主
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
進
学
予
定
の
学

校
が
窓
口
と
な
る
奨
学
金
や
貸
付

制
度
に
つ
い
て
は
、
相
談
員
が
そ

の
都
度
、
学
校
等
に
問
い
合
わ
せ

る
な
ど
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。
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幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
つ
い
て
内

容
を
伺
う
。

　
　
全
額
ま
た
は
一
部

が
無
償
に
な
る
。

長
谷
川
　義
　仁

  

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

　
　
路
面
の
一
部
を
台
形
状
に
盛

り
上
げ
る
『
ハ
ン
プ
』
を
通
学
路

に
設
置
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。
９
月
に
は
市

内
で
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
、
市

内
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

早
急
に
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
現
在
、
ハ
ン
プ
の
設
置
に
よ

る
速
度
の
抑
制
効
果
に
つ
い
て
、

多
度
津
町
四
箇
小
学
校
周
辺
に
て

社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

課
題
と
し
て
、
段
差
を
通
過
す
る

　
　
通
学
路
の
安
全
確

保
の
た
め
道
路
に
『
ハ

ン
プ
』
を
設
置
で
き
な

い
か
。

　
　
社
会
実
験
の
結
果

を
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 大

　平
　達
　城

  

土
木
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

際
の
騒
音
や
振
動
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
今
後
は
実
験
結
果
を

注
視
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
香
色
山
か
ら
弘
階
池
に
か
け

て
の
市
道
の
う
ち
、
朝
比
奈
曼
荼

羅
寺
線
は
通
学
路
と
し
て
も
使
用

さ
れ
て
お
り
、
狭
小
で
あ
る
こ
と

か
ら
道
路
の
拡
幅
と
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
こ
の
市
道
は
、
市
営
野
球
場

外
野
ス
タ
ン
ド
南
側
の
曲
線
区
間

に
つ
い
て
、
地
元
関
係
者
か
ら
の

請
願
申
請
に
基
づ
き
、
一
部
水
路

に
床
板
を
布
設
し
、
拡
幅
工
事

を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
区
間
以

外
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
請
願
申
請
は
出
て
お
ら
ず
、

水
路
幅
約
１
．
５
メ
ー
ト
ル
と
広

い
こ
と
に
加
え
、
関
係
団
体
な
ど

と
の
調
整
も
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
や
夜
間
に
有

効
な
施
設
の
導
入
な
ど
、
長
期
的

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
考

え
て
い
る
。
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移
し
替
え
る
だ
け
で
飲
む
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
災
害
時
に
大
変
便

利
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

今
年
度
か
ら
備
蓄
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
）
を
装
着
し
た
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
方
は
、
災
害
時
に
も
装
具

の
交
換
が
必
要
と
な
る
が
、
本
市

の
避
難
所
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用
簡

易
ト
イ
レ
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　
現
在
、
本
市
で
は
避
難
所
に

オ
ス
ト
メ
イ
ト
用
の
簡
易
ト
イ
レ

は
整
備
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後

設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

　
　
本
市
の
避
難
所
の
備
蓄
品
に

つ
い
て
、
現
在
の
備
蓄
状
況
お
よ

び
賞
味
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
食

品
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
市
が
備
蓄
す
べ
き
食
料
は
、

県
の
備
蓄
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と

約
１
，
６
０
０
食
だ
が
、
本
年
８

月
１
日
時
点
で
約
７
，
８
０
０
食

を
備
蓄
し
て
お
り
、
飲
料
水
、
生

活
必
需
品
ほ
か
、
い
ず
れ
も
備
蓄

目
標
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
賞
味
期
限
ま
で
の
期
間

が
１
年
未
満
と
な
っ
た
も
の
は
、

各
地
区
の
自
主
防
災
会
の
訓
練
や

市
の
行
事
で
活
用
す
る
な
ど
、
廃

棄
処
分
せ
ず
有
効
に
活
用
し
て
い

る
。

　
　
災
害
時
に
は
お
湯
が
使
え
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
液
体

ミ
ル
ク
は
、
お
湯
の
確
保
が
難
し

い
状
況
で
も
活
用
で
き
る
と
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
乳
児
用
液
体

ミ
ル
ク
を
災
害
時
の
備
蓄
品
に
加

え
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
年
３
月
か
ら
国
内
産
の
液

体
ミ
ル
ク
の
販
売
が
開
始
さ
れ
、

液
体
ミ
ル
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
液
体
ミ
ル
ク
は
、
ほ
乳
瓶
に
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災
害
時
の
備
蓄
品

に
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

を
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
利
便
性
を
認
識
し

て
お
り
、
今
年
度
か
ら

備
蓄
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
を

共
同
運
営
す
る
こ
と
で

本
市
の
給
食
費
は
変
わ

る
の
か
。

　
　
共
同
運
営
す
る
前

と
変
わ
ら
な
い
。

真
　鍋
　範
　子

大
　西
　智
　晴

　
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　
既
に
稼
働
し
て
い
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
給
食
の

提
供
は
問
題
な
く
行
わ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
学
校
給
食
会
の

在
り
方
や
食
材
の
入
札
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　
現
在
、
１
日
あ
た
り
約
６
千

食
を
調
理
し
て
お
り
、
大
き
な
問

題
な
く
稼
働
し
て
い
る
。

　
食
材
な
ど
の
物
資
の
調
達
に
つ

い
て
は
１
市
２
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
協
議
会
が
入
札
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
は
こ
の
協
議
会
が
給
食

費
を
徴
収
し
、
現
在
の
学
校
給
食

会
は
１
学
期
の
精
算
後
に
解
散
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
共
同
運
営
す
る
こ
と
で
給
食

費
は
今
後
ど
う
変
わ
る
の
か
。
　

　
　
１
食
あ
た
り
の
給
食
費
に
つ

い
て
は
幼
稚
園
が
２
１
５
円
、
小

学
校
が
２
４
５
円
、
中
学
校
が

２
８
０
円
で
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
は
共
同
運
営
す
る
前
と
同
額
で

あ
る
。

　
こ
れ
は
１
市
２
町
の
う
ち
、
本

市
の
給
食
費
が
小
・
中
学
校
で
は

最
も
安
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
幼
稚

園
は
多
度
津
町
が
最
も
安
か
っ
た

が
、
こ
れ
は
牛
乳
の
提
供
方
法
が

異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
協

議
の
結
果
、
本
市
の
給
食
費
に
合

わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
い
り
こ
給
食
な
ど
特
色
あ
る

給
食
が
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
　
　
　

　
　
こ
れ
ま
で
本
市
の
学
校
給
食

で
週
２
日
か
ら
３
日
程
度
給
食

に
出
て
い
た
い
り
こ
は
、
現
在
月

に
１
回
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
１
市
２
町
で
協
議
し
た
結
果
、

２
町
の
子
ど
も
た
ち
は
食
べ
慣
れ

て
い
な
い
こ
と
に
配
慮
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
な
お
、
他
の
日
に
も
い
り
こ
を

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
で
絡
め
た
も
の
や
、

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
和
え
物
な
ど

を
提
供
し
て
お
り
、
今
後
は
安
心

安
全
な
給
食
を
提
供
し
つ
つ
、
新

た
な
特
色
を
作
る
こ
と
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
防
災
行
政
に
つ
い
て

　
　
倒
壊
の
お
そ
れ
が

あ
る
空
き
家
に
対
す
る

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

牧
　田
　嘉
　己

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

こ
と
か
ら
、
１
つ
の
部
署
で
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
相
談
内
容
ご
と

の
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
な
ど
、

わ
か
り
や
す
い
運
営
に
努
め
た
い
。

　
な
お
、
庁
内
で
連
携
し
て
対
応

す
る
必
要
の
あ
る
案
件
に
つ
い
て

は
、
防
災
管
理
課
ほ
か
５
つ
の
課

の
職
員
で
構
成
す
る
「
庁
内
調
整

会
議
」
を
３
か
月
に
一
度
開
催
し
、

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
管
理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
空

き
家
が
散
見
さ
れ
る
が
、
倒
壊
し

た
場
合
の
周
辺
へ
の
被
害
を
考
え

る
と
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
在
の
本
市
の
空
き
家
の

状
況
お
よ
び
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
空
き
家
軒
数
は
平
成
30
年
度

末
で
７
６
３
軒
で
あ
り
、
平
成
28

年
の
実
態
調
査
時
よ
り
40
軒
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　
対
策
に
つ
い
て
は
、
原
則
所
有

者
の
自
己
責
任
に
よ
る
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
倒
壊
の
お
そ

れ
の
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
除
却
ま
た
は
適
正
に
管
理

す
る
よ
う
、
強
く
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
空
き
家
対
策
は
問
題
が
多
岐

に
わ
た
り
、
市
民
が
ど
こ
へ
相
談

に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と

の
声
も
あ
る
。
窓
口
を
一
本
化
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
窓
口
の
一
本
化
は
、
市
民
に

わ
か
り
や
す
い
体
制
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る

　
　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に

つ
い
て
伺
う
。
公
会
計
化
に
よ
り
、

食
材
の
調
達
な
ど
を
自
治
体
の
ル

ー
ル
に
沿
っ
て
行
う
こ
と
に
な
る

な
ど
、
会
計
が
明
確
に
な
る
た
め
、

早
期
に
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
公
会
計
化
に
よ
り
、
教
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
、
保
護
者
の
利

便
性
の
向
上
、
学
校
給
食
費
の
徴

収
・
管
理
業
務
の
効
率
化
・
透
明

性
の
向
上
・
公
平
性
の
確
保
な
ど

が
期
待
で
き
、
早
期
に
実
施
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
を
構

成
す
る
２
市
３
町
と
共
同
で
公
会

計
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
が

最
適
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
事

務
組
合
に
分
科
会
を
設
け
て
シ
ス

テ
ム
導
入
の
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
少
子
化
が
進
む
な
か
、
昨
年

教
育
課
題
検
討
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
当
検
討
委
員
会
は
、
本
市
の

教
育
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
意

見
と
専
門
的
な
見
識
を
反
映
さ
せ

た
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
。
本
年
は
５
月
と
７
月
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早
急
に
除
却
ま
た

は
適
正
に
管
理
す
る
よ

う
、
強
く
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
学
校
給
食
費
の
公

会
計
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
早
期
に
実
現
す
べ

く
調
査
・
研
究
し
て
い

る
。

内
　田
　
　
　等

　
教
育
行
政
に
つ
い
て

に
開
催
し
、
市
内
幼
稚
園
・
小
学

校
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。
地
域
の
意
見
を
ま

と
め
た
う
え
で
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
、
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今

後
は
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
幼
稚

園
・
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ  の  他  の  質  問
山　根　千　佳
○本市におけるヘルプマークの周知や啓発活動
　について

内　田　信　吾
○学校の教室への冷暖房設備の設置状況と体育
　館への設置計画について
○河川やため池堤防の危険箇所の点検状況や対
　策の現状について
○災害時、避難所となる公共施設が指定管理者
　制度やＰＦＩ事業とされている場合の災害時
　の対応の取り決めについて
○危険物貯蔵施設の点検と対策について
○歴史的な水害の教訓などが市民の認識となっ
　ていないことに対する啓蒙活動について

長谷川　義　仁
○食育の現状について
○子どもの食育の現在の課題と今後の方向性に
　ついて

大　平　達　城
○防災機能を有した「道の駅」事業について
○里山整備について
○地方部の防犯灯の増強について

大　西　智　晴
○児童虐待問題への取組みについて
○野犬等の対策について

真　鍋　範　子
○投票率向上に対する対策について

内　田　　　等
○勤労青少年ホーム及び働く婦人の家のあり
　方について
○新年度予算における国土強靱化計画につい
　て
○重大な消防法令違反対象物について

内容の詳細は、市ホームページの市議会会議録に掲載します。
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 2番　山根　千佳
 3番　牧田　嘉己
 5番　真鍋　範子
 6番　安井　一博
 7番　竹森　千津
 8番　川向　　武
 9番　金崎　大和
10番　大西　智晴
11番　長谷川義仁
12番　内田　　等
13番　大平　達城
15番　林野　忠弘
16番　氏家　寿士
17番　内田　信吾
18番　上田　博之

令
和
元
年
度
善
通
寺
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
元
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
保
険
補
正
予
算
（
第
２
号
）

善
通
寺
市
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

善
通
寺
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

善
通
寺
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○
○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○

議
　案
　名

議席番号

結
　果

市　　長　　提　　出　　議　　案

善
通
寺
市
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
，
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
９
月
定
例
会
本
会
議
の
審
議
結
果

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

善
通
寺
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
は
賛
成
　
×
は
反
対

＊
　
議
長
（
１
番
　
寿
賀
崎
久
）
は
、
可
否
同
数
の
場
合
の
み
表
決
権
が
あ
る
の
で
、
右
表
の
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
採
決
に
つ
い
て
は
、
簡
易
表
決
・
起
立
表
決
で
行
い
、
ま
た
賛
否
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
目
視
で
確
認
し
た
も
の
で
す
。

市　　長　　提　　出　　議　　案請願
議
　案
　名

結
　果

 2番
 3番
 5番
 6番
 7番
 8番
 9番
10番
11番
12番
13番
15番
16番
17番
18番
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善
通
寺
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

善
通
寺
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

認
定
第
１
号

認
定
第
２
号

認
定
第
３
号

認
定
第
４
号

認
定
第
５
号

認
定
第
６
号

認
定
第
７
号

認
定
第
８
号

請
願
第
１
号

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
同
意（
全
会
一
致
）

原
案
同
意（
全
会
一
致
）

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

継  

続  

審  

査

− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　
− 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 − 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　

善
通
寺
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
下
水
道
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
農
業
集
落
排
水
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
保
険
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
後
期
高
齢
者
医
療
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
善
通
寺
市
特
別
会
計
太
陽
光
発
電
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
」
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
書
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平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、

真
備
地
区
の
高
梁
川
水
系
の
堤
防

が
決
壊
、
損
傷
し
た
結
果
、
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　
現
在
、
治
水
対
策
が
行
わ
れ
て

お
り
、
河
川
の
合
流
点
を
下
流
に

付
け
替
え
る
こ
と
で
増
水
時
に
水

位
が
低
下
し
、
市
街
地
の
氾
濫
危

険
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
だ
約
６
千
人
の
市
民
が
真
備

地
区
以
外
の
仮
設
住
宅
な
ど
に
避

難
し
て
お
り
、
早
急
に
生
活
環
境

の
整
備
が
進
む
よ
う
対
策
を
検
討

中
と
の
こ
と
で
、
本
市
に
お
い
て

も
い
つ
同
様
の
災
害
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
災
害

対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
と
平
成
30
年
２
月
に
に
ぎ
わ
い

交
流
施
設
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
蔦

屋
書
店
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
店
舗
に
加
え
、
市

立
図
書
館
や
交
番
も
備
え
て
お
り
、

一
部
の
店
舗
で
は
地
元
商
店
街
の

商
品
を
置
き
、
商
店
街
へ
客
を
誘

導
す
る
仕
掛
け
づ
く
り
を
す
る
な

ど
、
地
元
商
店
街
と
の
連
携
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
の
利
用

　
見
附
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
よ
り
都
市
機

能
を
集
約
し
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
、

楽
し
く
て
便
利
な
街
が
整
備
さ
れ
、

各
地
域
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構

築
し
、
行
政
が
提
供
し
た
ワ
ゴ
ン

を
自
由
に
運
行
す
る
な
ど
、
中
心

市
街
地
と
各
地
域
を
結
ぶ
交
通
網

を
再
整
備
す
る
こ
と
で
『
健
幸
都

市
を
実
現
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
』
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
と

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
、
本
市

に
お
い
て
も
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
小
諸
市
で
は
人
口
減
少
、
市
街

地
の
空
洞
化
対
策
と
し
て
、『
市

街
地
の
活
性
化
』、『
病
院
の
再
構

築
』『
市
庁
舎
の
整
備
』
を
掲
げ
、

市
庁
舎
と
厚
生
総
合
病
院
を
併
設

す
る
な
ど
、
機
能
を
集
約
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
と
郊
外

を
結
ぶ
デ
マ
ン
ド
型
新
交
通
シ
ス

テ
ム
『
こ
も
ろ
愛
の
り
く
ん
』
を

運
行
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地

を
拠
点
と
し
た
新
た
な
交
通
網
を

整
備
し
て
い
る
。
　
　
　

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
掲
げ
、

行
政
が
市
民
や
専
門
家
の
意
見
を

得
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
姿
勢
は
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

委  

員  

会  

活  

動  

報  

告

　
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
の
調
査
研
究
の
た
め
の
視
察
研
修
や
議

会
の
議
決
に
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

委
員
長
　林
野
　忠
弘

視
察
日
　
令
和
元
年
８
月
20
日

～
21
日

視
察
先
　
　
　
岡
山
県
倉
敷
市

　
　
　
　
山
口
県
周
南
市

　
　
　
　
　
　
　
下
関
市

 

建
設
経
済
委
員
会

 

総
務
委
員
会

委
員
長
　大
平
　達
城

視
察
日
　
令
和
元
年
８
月
19
日

～
21
日

視
察
先
　
　
　
長
野
県
小
諸
市

　
　
　
　
新
潟
県
見
附
市

 

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

 

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
小
諸
の
構
築

 

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
～
長
野
県
小
諸
市
～

 

西
日
本
豪
雨
の
復
興
へ
の
取

 

組
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
～
岡
山
県
倉
敷
市
～

さ
く
そ
う

 

健
幸
都
市
を
実
現
す
る

 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
と

 

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
～
新
潟
県
見
附
市
～

 

徳
山
駅
前
に
ぎ
わ
い
交
流
施

 

設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
～
山
口
県
周
南
市
～
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ビ
エ
の
買
い
取
り
や
解
体
、
加
工
、

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
捕
獲
者
が
自
ら
有
害
獣
を
処
分

し
て
い
た
た
め
、
捕
獲
者
の
負
担

が
軽
減
し
た
こ
と
に
加
え
、
買
い

取
る
こ
と
で
捕
獲
費
用
の
負
担
軽

減
や
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
と
の

反
響
を
得
て
い
る
。

　
本
市
の
有
害
獣
に
よ
る
被
害
も

深
刻
で
あ
る
が
、
捕
獲
者
の
負
担

軽
減
や
意
欲
向
上
を
図
る
対
策
と

し
て
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

者
も
増
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
駅
前
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
や
市
街
地
の
活
性

化
対
策
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
大
変
参
考
に
な
っ

た
。

　
下
関
市
で
は
、
本
市
と
同
様
に

獣
被
害
対
策
と
し
て
侵
入
防
止
柵

の
設
置
や
、
捕
獲
の
奨
励
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
25
年
４
月
に
は
有

害
獣
の
肉
を
加
工
す
る
ジ
ビ
エ

セ
ン
タ
ー
の
供
用
を
開
始
し
、
ジ

 

ジ
ビ
エ
有
効
活
用
推
進
事
業

 

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
～
山
口
県
下
関
市
～

　
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
に
習
い
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
『
夢

や
目
標
を
持
つ
こ
と
』、『
郷
土
へ

の
誇
り
を
持
つ
こ
と
』、『
基
礎
学

力
を
持
つ
こ
と
』、『
豊
か
な
心
を

養
う
こ
と
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
全
体
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
、
絆
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
活

動
例
と
し
て
、
福
祉
体
験
学
習
や
、

も
の
づ
く
り
見
学
事
業
な
ど
が
あ

り
、
将
来
の
人
口
減
少
を
視
野
に

入
れ
、
い
つ
か
こ
の
ふ
る
さ
と
に

戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
住
民

や
地
元
企
業
の
協
力
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
地
域
全
体

の
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
感
じ
た
。

本
市
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
が

明
る
い
将
来
を
見
据
え
、
地
元
で

働
く
意
義
を
見
い
出
せ
る
よ
う
、

地
域
の
方
々
を
巻
き
込
ん
だ
活
動

の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　『
み
ん
な
で
つ
く
り
、
み
ん
な

で
育
て
る
、
み
ん
な
の
学
校
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
学
校
地
域
連
携
協

議
会
を
発
足
し
、
学
校
、
家
庭
、

住
民
、
関
係
諸
団
体
が
連
携
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
の

統
廃
合
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
、
新

た
な
小
学
校
の
な
か
に
『
地
域
連

携
室
』
を
併
設
し
、
地
域
の
方
に

よ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

交
流
の
場
を
設
け
て
い
る
。
こ
の

『
地
域
連
携
室
』
は
３
６
５
日
24

時
間
使
用
可
能
で
、
毎
月
１
回
会

議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
登
下
校

の
見
守
り
活
動
や
環
境
支
援
活
動
、

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
活
動
な

ど
、
幅
広
い
活
動
を
発
案
・
展
開

し
て
い
る
。

　
地
域
に
も
と
も
と
あ
る
貴
重
な

資
源
や
人
材
、
会
社
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
特
色
を
生
か
し
た
活
動
例
と

し
て
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

 

教
育
民
生
委
員
会

委
員
長
　川
向
　
　武

視
察
日
　
令
和
元
年
８
月
26
日

～
27
日

視
察
先
　
　
岐
阜
県
各
務
原
市

　
　
　
　
　
愛
知
県
春
日
井
市

 

か
か
み
が
は
ら
寺
子
屋
事
業

 

2.0
に
つ
い
て

　
　
　
　
～
岐
阜
県
各
務
原
市
～

 

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

 

教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
～
愛
知
県
春
日
井
市
～
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広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長 

　
寿 

賀 

崎
　
久

副
委
員
長 

　
金 

崎
　
大 

和

委
　
　
員 

　
内 

田
　
信 

吾

委
　
　
員 

　
氏 

家
　
寿 

士

委
　
　
員 

　
林 

野
　
忠 

弘

委
　
　
員 

　
大 

平
　
達 

城

委
　
　
員 

　
川 

向
　
　 

武

委
　
　
員 

　
牧 

田
　
嘉 

己

委
　
　
員 

　
真 

鍋
　
範 

子

委
　
　
員 

　
山 

根
　
千 

佳

●　善通寺市固定資産評価審査委員会の委員の選任に同意（任期３年）
　　　　　　　　   なか　　がわ　　かず　　のり

　　       中　川　和　憲　氏（再任）（金蔵寺町）

●　人権擁護委員の推薦に同意（任期３年）
　　　　　　　　   いし　　 い　　きょう  　 こ

　　       石　井　恭　子　氏（仙遊町一丁目）

　　　　　　　　   ます　　 だ　　 とし　　ふみ

　　       増　田　俊　文　氏（生野町）

●善通寺市選挙管理委員会の委員及び補充員に当選
　　　　　　　　   とよ      しま      よし      ろう　　　　　　　　                                                       やま      した      しげ        き

　委　員　豊　嶋　芳　郎　氏（善通寺町三丁目）　　補充員　山　下　繁　樹　氏（吉原町）　　

　　　　　            よし      もと      さと        こ　　　　　　　　                                                          やま      ぐち                たけし

　委　員　吉　本　里　子　氏（与北町）　       　補充員　山　口　　　剛　氏（善通寺町一丁目）

　　　　　　　　    ゆ   り  やま      よし      かず　　　　　　　　                                              　　　　は   せ  がわ      けん       じ

　委　員　百合山　義　和　氏（大麻町）　　       補充員　長谷川　健　司　氏（上吉田町八丁目）　

　　　　　　　　   しの      のめ       ゆ   み   こ　　　　　　　　                                                           なが       お       ひさ      かず

　委　員　東　雲　由美子　氏（中村町）　       　補充員　長　尾　壽　和　氏（金蔵寺町）　

●まんのう町外二ヶ市町（十郷地区）山林組合議会議員に当選
　　　　　　　　   いの      うえ      きみ       お　　　　　　　　                                                         にし た   い            あきら

　　       井　上　公　男　氏（上吉田町）　　        　     西田井　   章　氏（弘田町）　　　

　　　　　　　　   にし      やま      　　　 たかし                                                                          にし      やま       　 たけし

　　　    西　山　　   孝　氏（生野町）　       　            西　山　   毅　氏（櫛梨町）
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防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

防
災
管
理
課　

☎
６
３
・
６
３
３
８

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券【
低
所
得
者
向
け
】の

購
入
引
換
券
申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

社
会
福
祉
課
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
係　

☎
６
３
・
６
３
６
１

部
落
差
別
の
認
識

『
わ
か
ら
な
い
』
も
２
割
超

◆
部
落
差
別
『
わ
か
ら
な
い
』
23
％

【
質
問
】

　

同
和
地
区
出
身
者
と
い
う
理
由
で
今
も

就
職
や
結
婚
な
ど
で
差
別
を
受
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。

【
回
答
】

　
『
ひ
ど
く
受
け
て
い
る
』（
４
％
）と『
受

け
て
い
る
』（
38
％
）の
合
計
は
42
％
。『
あ

ま
り
受
け
て
い
な
い
』（
32
％
）
と
『
全

く
受
け
て
い
な
い
』（
３
％
）
の
合
計
は

35
％
。『
わ
か
ら
な
い
』
が
23
％
。『
受
け

て
い
る
』
が
『
受
け
て
い
な
い
』
を
６
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

◆
『
結
婚
』
７
割
超
、『
採
用
』
は
経
営

者
の
過
半
数

【
質
問
】

　

ど
の
よ
う
な
場
面
で
部
落
差
別
が
あ
る

と
思
い
ま
す
か
。

【
回
答
】（『
無
回
答
』
を
除
く
）

　

①
近
所
の
つ
き
あ
い

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
43
％
、『
な
い
』
51
％

　

②
仕
事
上
の
つ
き
あ
い

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
28
％
、『
な
い
』
66
％

　

③
友
人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い

　

11
月
５
日
は
、
津
波
防
災
の
日
で
す
。

こ
の
日
に
合
わ
せ
、
市
内
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。こ
の
訓
練
は『
香
川
県
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
』
と
い
い
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り『
訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
』

を
放
送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

11
月
５
日（
火
）
10
時
頃

　

申
請
対
象
と
思
わ
れ
る
方
へ
は
、
７
月

下
旬
に
申
請
書
類
一
式
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
未
申
請
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
購
入
し
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、

申
請
書
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
封
筒

で
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
を
審
査
し
た
後
、
対
象
者
に
は

『
善
通
寺
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入

引
換
券
』
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
30
％
、『
な
い
』
64
％

　

④
学
校
生
活

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
26
％
、『
な
い
』
68
％

　

⑤
結
婚

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
72
％
、『
な
い
』
23
％

　

⑥
進
学

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
14
％
、『
な
い
』
80
％

　

⑦
就
職

　
　
『
差
別
が
あ
る
』
33
％
、『
な
い
』
61
％

【
分
析
】

　
『
結
婚
』
が
72
％
で
突
出
し
て
い
ま
す
。

家
族
な
ど
か
ら
結
婚
差
別
の
話
を
聞
く
こ

と
が
多
い
、
ま
た
教
育
や
啓
発
で
結
婚
差

別
を
取
り
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
根
深

い
問
題
な
の
で
、『
結
婚
は
当
事
者
同
士

の
合
意
に
よ
る
』
と
い
う
こ
と
の
啓
発
を

継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
結
婚
』

以
外
は
す
べ
て『
な
い
』が『
差
別
が
あ
る
』

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
前
問
で
は
部
落
差

別
を『
受
け
て
い
る
』が『
受
け
て
い
な
い
』

を
上
回
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
逆
転
し
て

い
ま
す
。『
就
職
』で
は
、会
社
経
営
者（
９

人
）
の
う
ち
５
人
（
56
％
）
が
『
差
別
が

あ
る
』
と
回
答
し
て
お
り
、
採
用
差
別
の

解
消
が
急
が
れ
ま
す
。

●
放
送
内
容

　

放
送
を
聞
い
た
ら
、
み
ん
な
で
安
全
行

動
（
①
し
ゃ
が
む
②
頭
を
守
る
③
動
か
な

い
）
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

①
緊
急
地
震
速
報
。

②
大
地
震
で
す
。
大
地
震
で
す
。 

③
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。 

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

11
月
29
日（
金
）
必
着

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
２
０
１
９
年
１
月
１
日
時
点
で
本
市
に

住
民
票
が
あ
る
方

②
２
０
１
９
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

方
（
た
だ
し
、
住
民
税
課
税
者
と
生

計
同
一
の
配
偶
者
、
住
民
税
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、
生
活
保
護

被
保
護
者
な
ど
を
除
く
）

人権教育シリーズ　
−幸せをつないで−

善
通
寺
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
生
涯
学
習
課
）
☎
６
３
・
６
３
２
８

人
権
・
同
和
問
題
意
識
調
査
（
連
載
⑤
）

3回繰り返し

70

対
象
者

訓
練
日
時

購
入
引
換
券
申
請
期
限
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第
55
回 

吉
原
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た

【
吉
原
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
】

　

８
月
24
日
・
25
日
、
吉
原
公
民
館
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
小
学
校
体
育
館
で
は
、
福
寿
会

共
催
の
『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
』
を
実
施

し
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
、
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
力
作
を
並
べ
た
作
品
を
展

示
し
た
り
、
各
種
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や

お
茶
席
も
好
評
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
芸
能
発
表
会
で
は

『
子
ど
も
の
部
』、
続
い
て
『
大
人
の
部
』

を
行
い
、
子
ど
も
の
部
で
は
、
保
育
所
幼

児
・
幼
稚
園
児
・
小
学
生
ら
に
よ
る
踊
り

や
鼓
隊
演
奏
・
歌
が
あ
り
、
大
き
な
拍
手

に
沸
き
ま
し
た
。
後
半
の
大
人
の
部
で
は
、

公
民
館
活
動
グ
ル
ー
プ
の
熱
演
熱
唱
、
特

に
、
今
回
初
出
場
の
地
域
の
女
性
有
志
が

約
10
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
『
吉
原
音
頭
』

が
披
露
さ
れ
る

と
、
歌
詞
に
あ

る
古
き
良
き
吉

原
の
景
色
と
と

も
に
、
い
つ
の

間
に
か
踊
り
の

輪
が
で
き
ま
し

た
。

 

筆
岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
園
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
園
ま
つ
り
実
行
委
員
会
】

　

８
月
31
日
、
筆
岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
園

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
平
岡
市
長
は
じ
め
、
多
数

の
ご
来
賓
の
参
加
と
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、

全
体
で
４
０
０
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
イ

ベ
ン
ト
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
王

決
定
戦
・
サ
ッ
ク
ス
演
奏
・
花
火
大
会
な

ど
を
取
り
入

れ
た
り
、
各

種
団
体
の
趣

向
を
凝
ら
し

た
バ
ザ
ー
の

出
店
で
楽
し

む
こ
と
が
で

き
、
大
変
好

評
で
し
た
。

 

第
35
回 

中
央
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た

【
中
央
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
】

　

９
月
７
日
・
８
日
に
公
民
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
15
日
に
芸

能
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
公
民
館
ま
つ
り

　

初
日
は
、
17
時
よ
り
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を

開
催
し
、
ひ
と
と
き
の
涼
を
求
め
多
数
の

人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
各
種

バ
ザ
ー
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、
こ
ど
も

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
ま
た
幼
稚
園
児
・
小

学
生
・
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
の
作
品
展
示

を
鑑
賞
す
る
な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。

◆
芸
能
発
表
会

　

市
民
会
館
に
お
い
て
、
中
央
幼
稚
園
児

の
演
奏
、
女
性
消
防
団

員
に
よ
る
寸
劇
、
公
民

館
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・

ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
39
回 

西
部
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

【
西
部
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
】

●
作
品
展
・
お
茶
席
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
・

ち
び
っ
子
広
場
な
ど

日　
時  

11
月
９
日（
土
）
９
時
～
15
時

      　
　

   　

10
日（
日
）
９
時
～
12
時

　
　

            （
10
日
は
作
品
展
の
み
）

場　
所  

西
部
公
民
館

●
バ
ザ
ー

日　
時  
11
月
９
日（
土
）
10
時
～
15
時

場　
所  

西
部
公
民
館

●
芸
能
発
表
会
（
長
寿
を
祝
う
会
に
協
賛
）

日　
時  

11
月
10
日（
日
）

　

・
長
寿
を
祝
う
会
（
式
典
）

　
　
　

12
時
20
分
～
12
時
50
分

　

・
講
演
会
『
笑
っ
て
過
ご
そ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
こ
け
し
氏

　
　
　

13
時
～
13
時
40
分　

　

・
芸
能
発
表
会

　
　
　

13
時
50
分
～
16
時
20
分　

場　
所  

西
部
小
学
校
体
育
館

 

第
41
回 

筆
岡
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

【
筆
岡
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
】

●
作
品
展
（
公
民
館
講
座
・
グ
ル
ー
プ
活

動
・
園
児
・
児
童
・
長
寿
会
な
ど
）

日　
時  

12
月
７
日（
土
）
９
時
～
15
時

　
　
８
日（
日
）
９
時
～
15
時

場　
所  

筆
岡
小
学
校

● 

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日　
時  

12
月
８
日（
日
）
10
時
30
分
～

　

＊
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
後
、
お

　
　

楽
し
み
抽
選
会

場　
所  

筆
岡
小
学
校
体
育
館

●
バ
ザ
ー
な
ど

日　
時  

12
月
８
日（
日
）

　

・
バ
ザ
ー　

９
時
～
14
時

　

・
獅
子
舞　

10
時
～

場　
所  

筆
岡
小
学
校

ち
が
で
き
、
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
、
本
当

に
つ
ら
く
て
毎
日
の
よ
う
に
泣
い
て
い
た

時
も
、
話
を
聞
い
て
く
れ
た
り
す
る
大
切

な
マ
マ
友
だ
ち
に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
子
ど
も
の
お
か
げ
で
た
く
さ
ん

の
経
験
が
で
き
、
子
ど
も
と
と
も
に
成
長

で
き
る
日
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
は
、
ま
だ
課
題
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
な
が
ら
乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

１
人
、
２
人
と
成
人
し
、
大
人
に
な
っ

て
い
く
わ
が
子
を
送
り
出
す
日
は
、
あ
と

何
年
後
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
善
通

寺
で
暮
ら
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
も
善
通
寺
に
生
ま
れ
育
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

本
当
に
、
善
通
寺
が
大
好
き
で
す
。

　

善
通
寺
で
生
ま
れ
て
、
ず
っ
と
善
通
寺

に
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
は
、
善
通
寺
に
ハ

ト
を
見
に
行
っ
た
り
、
裏
山
の
公
園
に
遊

び
に
行
っ
た
り
、
川
遊
び
を
し
た
り
毎
日

の
よ
う
に
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
し

た
。
で
も
、
大
人
に
な
り
結
婚
・
出
産
し

た
今
は
、
外
で
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
、
家
の
中
で
家
事
を
し

な
が
ら
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１

人
、
２
人
と
子
ど
も
が
増
え
、
今
で
は
６

人
の
親
に
な
り
、
毎
日
大
変
で
本
当
に
外

で
遊
ん
で
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
子
ど
も
が

大
好
き
な
花
公
園
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ば

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
ま
だ

２
か
月
の
息
子
を
長
時
間
外
で
遊
ば
せ
る

の
は
か
わ
い
そ
う
で
、『
で
き
て
い
な
い

な
ぁ
』
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
大

き
く
な
っ
た
ら
、
子
ど
も
を

連
れ
て
花
公
園
や
い
ろ
い
ろ

な
公
園
に
連
れ
て
い
っ
て
遊

ば
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
子
ど
も
に
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
を
作
れ
る
環
境
を

作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
私

も
、
子
ど
も
が
い
る
お
か
げ

で
、
た
く
さ
ん
の
マ
マ
友
だ

は
、
大
学
祭
実
行
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
中
で
多
く
の
方
々
、
仲

間
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
自
分
一
人

で
は
で
き
な
い
こ
と
も
友
だ
ち
や
先
輩
の

支
え
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
次
の

代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
今
の
自
分

の
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
、
大
学
祭
ま
で

全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
時
間
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
、
四
国
学
院
大
学
祭

に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
喜
色

満
笑
に
て
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
に
四
国
学

院
大
学
の
大
学
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

大
学
祭
の
テ
ー
マ
は
、

『
喜
色
満
笑
（
き
し
ょ

く
ま
ん
え
ん
）』と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー

マ
は
、
四
字
熟
語
の

喜
色
満
面
の
『
面
』
と

い
う
文
字
を
『
笑
』
に
変
え
て
み
ま
し
た
。

喜
色
満
面
の
意
味
は
、
う
れ
し
そ
う
な
表

情
が
顔
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
大
学
祭
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
は
も

ち
ろ
ん
、
大
学
祭
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た

ち
が
笑
顔
で
大
学
祭
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
よ
う

な
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
学
祭

で
は
、
男
女
逆
転
コ
ン
テ
ス
ト
、
カ
ラ
オ

ケ
バ
ト
ル
、
迷
路
な
ど
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
も
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
の
学
生
が
運
営
す

る
屋
台
も
多
く
出
店
し
て
お
り
、
学
生
の

手
の
凝
っ
た
料
理
や
展
示
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
か
ら
２
年
連
続
で
大
学
祭

に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
年
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自  治  会

四
学
生
の
目

No.
414

あ
な
た
に
リ
レ
ー

ふ
れ
あ
い
駅
伝

ず
っ
と
善
通
寺

『
四
国
学
院
大
学
大
学
祭

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
』

社会学部
カルチュラル・マネジメント学科３年
　　　　　　　

大
おお

井
い

 拓
たく

実
み

さん

辻
つじ

又
また

 佐
さ

代
よ

子
こ

さん（上吉田町三丁目）



◀『 む ぎ ゅ ～ BOX 』
には、子育てに必要
な も の が 13 品 も
入っています！！

９月10日 火 　市役所　
水泳競技大会出場者が

市長訪問
８月に行われた四国学童選手権
水泳競技大会に出場した市内児
童 10人が平岡市長を訪問しま
した。

９月12日 木 　市役所　
東中２年生が議会を見学

普段入ることができない議場で
議会を見学。独特の雰囲気を体
験することができ、中学生に
とって貴重な経験となりました。

９月11日 水 ～15日 日
美術館　

弘
こう

創
そう

会
かい

・40 周年記念展
創立40周年を迎えた『弘創会』
が作品記念展を開催。どこか違
う世界に迷い込んだような気持
ちになる洋画の数々に、来場者
は足を止め、作品に見入ってい
ました。
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９月３日 木   市役所　コープかがわとの包括連携協定書調印式

地域活性化を目的として、コープかがわと市が連携・協力するた
めに協定を締結。新たな事業として、市内で生まれたお子さんに『は
じめてのワクワクむぎゅ～ BOX』をお渡しします。

９月３日 木   西部幼　震災避難訓練

「災害で一番恐いのは地震です」園長先生の言葉に、園児たちも真
剣に耳を傾け、避難訓練を実施。地震がきたら①頭を守ること②
騒がずすばやく移動することを先生と約束しました。

９月13日 金   中村町　平岡市長が高齢者宅を訪問

平岡市長が市内男性最高齢者の西
にし

山
やま

良
よし

雄
お

さん（102歳）のお宅へ長
寿お祝いのため訪問。西山さんは、いろいろなスポーツを見るこ
とが趣味で、ときには手作りカレーを作って友だちと一緒に楽し
んでいるそうです。明るく前向きなことが『長寿の秘訣』かもし
れませんね。

９月14日 土   東・西中学校　秋季運動会（写真は東中）

東・西中学校が秋季運動会を開催。暑さ残る令和初の運動会では、
むかでリレー・全員リレーで団結力を深め、チャレンジリレーでは、
男女ともに顔が真っ白になっている生徒も。チームのため、全力
を尽くす姿に感動させられました。

９月15日 日   「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
紙芝居師なっちゃん登場

全国的にも珍しい『紙芝居師なっちゃん』が善通寺市にやってき
ました。観客を巻き込むプロの紙芝居師の話に子どもたちだけで
なく、大人まで魅了され、みんな終始笑顔でした。

９月16日 祝   鉢伏ふれあい公園　観月萩茶会

鉢伏会の子ども教室で茶華道を学ぶ児童が、日ごろの稽
けい

古
こ

の成果
を茶会で披露。かわいらしい浴衣姿の児童に、参加者は至福のひ
とときを過ごしました。

９月21日 土  ～ 23日 祝   市内各所　ＩＴ ＣＡＭＰ2019 開催

『ＩＴで地域活性化』を合言葉に、市内に東京の専門学生などを招き、
ＩＴ ＣＡＭＰ2019 を開催。初日には、車両の中で学生が作ったＣＧ
などを見てＩＴの可能性について学びました。

９月30日 月   竜川小　かぼちゃランタン作り

７月に収穫した大小さまざまなかぼちゃに色づけして、かぼちゃ
ランタン作り。作品は 10月に行われた農商工夢フェスタで展示さ
れました。

９月30日 月   西原北交差点　交通安全街頭キャンペーン

秋の全国交通安全運動に合わせて、丸亀警察署と地元の交通安全
協会など約 130人で交通安全街頭キャンペーンを実施。『１件でも
事故を減らしたい！』キャンペーン参加者の思いをドライバーへ
呼びかけました。

9月3日～30日

レンズのさんぽ

あ
め
は
ど
こ
だ
ー
ー
！
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〈例〉

山田　 【佐藤】　花子

氏　 　旧氏　 　名

まちあるきまちあるき（２つ）（２つ）

　

社
会
活
動
や
個
人
の
生
き
方
が
多
様
化

す
る
中
で
、
結
婚
・
養
子
縁
組
な
ど
で

氏
が
変
わ
っ
て
も
、
仕
事
上
は
引
き
続
き

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
氏
を
使
う
と
い
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
法
令
改

正
で
、
希
望
す
れ
ば
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
氏
（
旧
姓
）
を
併
記
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
行
日 

令
和
元
年
11
月
５
日

対　
象 

・
住
民
票
の
写
し

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
印
鑑
登
録
証
明
書

申　
請 

次
の
も
の
を
揃
え
て
市
民
課
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
旧
氏
の
わ
か
る
戸
籍
な
ど

・
印
鑑

・
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

印
鑑
登
録
に
つ
い
て

　

住
民
票
に
旧
氏
の
記
載
を
さ
れ
た
方
に

限
り
、
そ
の
旧
氏
を
使
っ
た
印
鑑
を
選
択

し
て
印
鑑
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
意
点　

①
初
め
て
旧
氏
を
記
載
す
る
場
合
は
、
過

去
の
氏
か
ら
１
つ
を
選
択
し
ま
す
。

②
そ
の
後
、
氏
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

直
前
の
氏
に
限
り
変
更
が
可
能
で
す
。

③
旧
氏
の
削
除
は
で
き
ま
す
が
、
再
記
載

は
氏
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■県立ろう学校 学園祭
　『愛～元気いっぱい

笑顔たくさん 学校祭～』
 11月２日（土） ９時～14時30分
 不要　当日玄関にて受付
 県立ろう学校　教頭：西山

☎０８７−８６５−４４９２
■ぜんつうじ鉄道ファンイベント

 11月16日（土）　10 時～
 観光交流センター
 鉄道写真家の諸河久氏を招き、
講演会や撮影会を予定してい
ます。申し込み・詳細は商工
観光課までお問い合わせくだ
さい。

 商工観光課　 ☎６３−６３１５
■満濃池森林公園

紅葉ライトアップ
 11月22日（金）～12月１日（日）
日没後～ 21時

 ふれあいの森　  無料　
 香川県満濃池森林公園
管理事務所　 ☎５７−６５２０

  いなおき会 ☎６２−５５０１
◆中世の山城 天霧城跡を探訪

 11月９日（土）9時40分～13時
 ふれあいパークみの　駐車場
 『天霧城跡』は南北朝時代から戦
国時代までに弥谷山～天霧山

（381m）の尾根に沿って造られ
た山城です。急斜面のため健脚
コースになります。（雨天中止）

 900円　　  20人
◆月照・信海上人と西郷隆盛、
土佐藩士の参勤交代

 11月30日（土）
9時30分～12時30分

 さざなみ公園（吉原大池付近）
 安政の大獄で追われ、西郷隆盛
と共に薩摩の海に身を投げた
月照上人と江戸で獄死した 6
歳違いの弟の信海上人。2 人の
勤王の僧の生まれた吉原を歩
きましょう。

 600円　  10人

■第７回 善通寺空海まつり
囲碁大会

 11月10日（日）
10時～（受付９時30分～）

 旧善通寺偕行社
 1,000円（昼食付）
９路盤クラスは500円（昼食付）
他入門教室（無料）、プロ棋士
の指導もあります。

 善通寺囲碁同好会	  
☎６２−６３３３

■第14回 
　五岳山縦走「空海ウォーク」

 12月７日（土）
受付７時 30分～ ＊小雨決行

 総本山善通寺 五重塔前
 五岳山を徒歩で縦走
（全 3 コース）
 1,000円（保険料、記念品含む）
 11月22日（金）
＊当日申し込み不可

 同実行委員会（商工観光課内）
☎６３−６３１５

■四国学院大学のイベント
（2 つ）

◆第58回 四国学院大学祭
 11月17日（日）
10時～ 17時30分

 四国学院大学
 人気バンド『Halo at 四畳半』
のライブ、学生による屋台や
展示、お菓子投げ など

 四国学院大学☎６２−２１１１
◆即興演劇シーソーズ
　　　インプロツアー 2019

 11月23日（土）
18時～（開場 17時30分～）

 カマ喜ｒｉ（うどん店）
 カフェや商店街で毎月１回、
インプロ＝即興演劇公演を行
うシリーズ。笑いとサプライ
ズ満載の80分間！

 一般：1,000円 /
中学生以下：500円

（１ドリンク or １フード付き）
 即興演劇シーソーズ

seeeeesaws@gmail.com

■四国こどもとおとなの医療センター
　附属善通寺看護学校学生祭

　『縁（えん）～看護でつながる～』

 11月16日（土）10時～14時
 四国こどもとおとなの医療セ
ンター附属善通寺看護学校

 公開講座『いつまでも若々し
く〜今こそ骨トレ〜』

（10時30分〜11時30分）＊無料
 善通寺看護学校

☎６２−３６８８
■やさしい ヨーガ療法

 11月26日（火）　
９時～10時20分

 金倉寺
 腰痛、肩こりなど
他の体調不良改善
ヨーガをします。

 年齢制限なし　
 1,000円

　＊駐車場代として、別途 200 円必要
 事前予約が必要です
 ヨーガ療法士　山原
　☎０９０−５７１４−４３１９

■四国少年院施設見学会

 11月30日（土）10時～12時
 四国少年院（善通寺町 2020）
 施設見学や模擬授業体験のほ
か、在院生が育てた野菜販売
も行います。

 30人程度
（先着順。18 歳
未満の方は保護
者の同伴が必要）

 11月22日（金）までに電話で
お申し込みください。

 携帯電話、カメラなど施設内に
持ち込めないものがあります。

 四国少年院 庶務課（9時～17時）
☎６２−１２５１

■国際ソロプチミスト善通寺
チャリティーバザー

 12月１日（日）　
10時～15時30分

 市民会館ロビー、1 階、2 階
 国際ソロプチミスト善通寺事務局

　　　　　☎６３−４３９３

日時　　内容　　対象　　　人数　　　持参物等　　申し込み　　その他
場所　　講師　　資格等　　料金等　　期限等　　　問い合わせ

省略
記号

住
民
票
に
旧
氏（
旧
姓
）が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

市
民
課　

☎
６
３
・
６
３
０
６

イ
ノ
シ
シ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

農
林
課　

☎
６
３
・
６
３
１
６

　

こ
こ
数
年
、
市
内
山
間
部
の
果
樹
栽
培

地
域
を
中
心
に
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

の
里
山
付
近
の
田
畑
や
山
沿
い
の
人
家
な

ど
で
イ
ノ
シ
シ
が
目
撃
さ
れ
た
と
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
た
ら

『
あ
わ
て
ず
、
騒
が
ず
、
近
よ
ら
ず
』

　

も
し
、
農
作
業
中
や
散
歩
の
途
中
な
ど

で
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

ま
ず
は
慌
て
な
い
で
落
ち
着
い
て
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
か
ら
は
何
も
せ
ず
気
づ
か

な
い
フ
リ
を
し
て
放
っ
て
お
く
と
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
何
も
せ
ず
去
っ
て
い
き
ま

す
。

　

イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
後
退
し
て
く
だ
さ
い
。
急
に
動
い

た
り
、
大
声
を
出
し
た
り
す
る
と
、
イ
ノ

シ
シ
が
驚
い
て
突
進
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ウ
リ
坊
を
見
つ
け
て
も
、
近
づ
い
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
親
イ
ノ
シ
シ
が
近

く
で
見
張
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
に

　

イ
ノ
シ
シ
は
、
野
菜
や
果
樹
な
ど
の
場

所
を
覚
え
て
い
ま
す
。
一
度
被
害
に
あ
え

ば
再
び
被
害
に
あ
う
可
能
性
が
高
い
の
で
、

農
作
物
は
取
り
残
さ
な
い
よ
う
に
、
お
墓

参
り
の
お
供
え
物
は
持
っ
て
帰
る
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
の
農
家
が
農
作
物
被
害

を
防
止
す
る
目
的
で
防
護
柵
な
ど
を
設
置

す
る
場
合
、要
す
る
経
費
（
材
料
費
の
み
）

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
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① 

あ
わ
て
ず

② 

騒
が
ず

③ 

近
よ
ら
ず

イ ベ ン ト （つづき）



■令和２年度 陸上自衛隊
高等工科学校の採用試験

 15歳以上17歳未満の男子
（令和２年４月１日現在）

◆一般採用試験
 令和２年１月18日（土）
 香川県内
 11 月１日（金）～
令和２年１月 6日（月）

◆推薦採用試験
 令和２年１月５日（日）・6日（月）
のうち 1 日

 高等工科学校（神奈川県）
 11 月１日（金）～ 29日（金）
 自衛隊善通寺地域事務所

☎６３−２３６３

■高松矯正展

 11月9日（土）・10日（日）
9時～16時（10日は15時まで）

 高松刑務所
 刑務所の施設見学や矯正行政
についてのパネル展示、ちびっ
子刑務官のミニ制服写真撮影
会 など

 高松刑務所（平日８時30分～17時）
☎０８７−８２１−６１１９

■第23回「いいお産の日」
イベント

 11月10日（日）
９時30分～ 13時

 岡田コミュニティセンター
（丸亀市綾歌町岡田下 516 − 1）
 マタニティヨーガ、ベビーマッ
サージ、沐浴体験、妊婦体験 
など

 無料　  不要
 すこやか助産師センター

☎０８７−８４４−４１３１
■手作り作品展

 11月11日（月）～ 13日（水）
10時～15時

 未来クルパーク 21 プラザ棟
（布工房）
 干支の人形などの手作り小物、
リメイク服、バッグ、古い着物、
帯、古布のほか、花の苗など
を展示即売します。また『ボ
ランティア善通寺環境まちづ
くりの会』による野菜や竹炭
グッズの販売もします。

 環境課　　　 ☎６３−６３０７

 サンポート高松３階 大ホール
 無料
 香川大学医学部附属病院 薬学部

☎０８７−８９１−２３１０
■公開講座「健やかに生きよう」

 11月11日（月）　
13時30分～16時

 香川県社会福祉総合センター
第１中会議室（７階）　

（高松市番町１− 10 − 35）
  講座１  『健康寿命を伸ばしま
しょう』教授　近藤 真紀子氏 
 講座２  『食中毒を防ぐために』
講師　末澤 千草氏

 健康に興味のある方　
 80人　　  無料　
 11月5日（火）
 電話、FAX または E-mail によ
り、氏名（ふりがな）、電話番
号をお申し込みください。

 県立保健医療大学
　　☎０８７−８７０−１２１２
　FAX ０８７−８７０−１２０２
hokeniryodaigaku@pref.kagawa.lg.jp

■県立丸亀病院公開講座
　『すこやかな老いをめざして

～認知症とその予防～』

 11月11日（月）
14時30分～16時

 県立丸亀病院 大ホール
 長楽鉄乃祐院長による公開講座
 120人　　  無料　
 11月１日（金）までに電話でお
申し込みください。

 県立丸亀病院総務企画課
　　☎２２−２１３１

■シルバー会員の入会説明会

 11月15日（金）  13時30分～
 仲善広域シルバー人材センター
（善通寺市ワークプラザ２階）
 昭和35年３月31日以前生まれ
 あり。事前にご連絡ください。

（公社）仲善広域シルバー人材センター
　☎６３−１３６６

■四国学院大学推薦入学選考
（公募制Ｂ日程）

 12月14日（土）
 四国学院大学　
 書類審査、面接、小論文
 11月25日（月）～

12月10日（火）
 四国学院大学 入試課

☎０１２０−４５９−４３３

■『女性に対する
　　　暴力をなくす運動』

協賛パープルライトアップ
11月12日（火）～25日（月）までの
２週間『女性に対する暴力をなく
す運動』に協賛して、旧善通寺偕
行社をライトアップします。

 人権課　　　 ☎６３−６３１３

■高松空港行き高速バス
好評運行中！

７月１日より、四国中央停留所か
ら高松空港行き高速バスが１日５
便運行しています。羽田行き始発、
高松着最終便およびジェットス
ター（成田）の一部の便にも接続
しています。（９月13日時点）
高速善通寺バス停から高松空港ま
で所要時間35分。事前予約不要
でお得な回数券も販売中です。

 西讃観光株式会社
　　☎０８７５−２５−１２００

　 高松空港振興期成会
☎０８７８−３２−３１３６

■家事家計講習会
　『お金と暮らしのこつ』

 11月 9日（土）
① 10時～11時40分
② 18時～19時40分

 丸亀友の家
（丸亀市金倉町道下1539 − 1）
 家計簿のつけ方、楽しい家事
の工夫をお伝えします。

 300円（資料代）
 上記日程以外にも、講習会があ
ります。＊託児300円要予約

 丸亀友の会 白神
☎０８０−１０８３−０３２４

■市民公開講座
　『０歳から100歳までの

スキンケア』
食文化や生活環境の変化により、
多くの人が抱える肌の悩みをテー
マに公開講座を開催します。

 11月9日（土）　
14時15分～15時15分

mini
お 知 ら せ

日時　　内容　　対象　　　人数　　　持参物等　　申し込み　　その他
場所　　講師　　資格等　　料金等　　期限等　　　問い合わせ

省略
記号

募  集  し ま す
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■年末調整説明会および
消費税軽減税率制度説明会

 11月18日（月）
　 13時30分～16時

 市民会館
  第１部  年末調整説明会

　 （13時30分～15時30分）
　  第２部  軽減税率制度説明会
　 （15時30分～16時）

 丸亀税務署法人課税第一部門
　　　☎２３−２２２６

■令和２年「新成人の集い」
 令和２年１月４日 ( 土 )
13時開式

 市民会館
 平成11年４月２日生まれ～

平成12年４月１日生まれの方
・市内に住民票がある方へは、

案内状を送付します。
・住民票がなくても対象者であ

れば出席できますので、お申
し出ください。

 新成人の集い実行委員会事務局
（生涯学習課内）☎６３−６３２８

■無料税金相談会
 ① 11月11日（月）10時～16時

　 ② 11月16日（土）・17日（日）
　 11時～ 15 時

 ①四国税理士会 丸亀支部
　（丸亀市大手町1 − 5 − 3）
②フジグラン丸亀 フードコート館
　（丸亀市川西町南1280 − 1）

 相続税、贈与税、所得税、消費税
などの税金に関する相談会です。

 予約優先
 四国税理士会丸亀支部

　　☎２２−００４１

施　設　情　報月

　３日（日・祝）第36回 仲多度郡善通寺市教育文化祭
　　　　　　  市民体育大会 空手競技
　４日（月）第39回 ＯＨＫ杯ママさんバレーボール大会
　９日（土）香川県中学校新人剣道大会
10日（日）第28回 さわやか杯ソフトバレーボール大会
11日（月）香川県理容組合ソフトバレーボール大会
16日（土）第39回 ＯＨＫ杯ママさんバレーボール大会
　　　　　 決勝戦
17日（日）ウエルネス吹矢　四国ブロック県対抗戦
23日（土・祝）善通寺市ソフトバレーボール協会
　　　　　　　 第36回壮年大会
24日（日）第72回 全日本バレーボール高等学校
　　　　　 選手権大会

10月26日（土）～11月３日（日・祝）
第32 回 善通寺市美術協会展 市民文化祭協賛

恒例の市民文化祭が開催されます。美術協会では、絵
画・書道・写真・ちぎり絵・陶芸などの各グループが
1 年間の成果を発表。

６日（水）～10日（日） イグレット水彩画作品展
イグレット（代表 森安重雄）会員による水彩画展。
高松、中讃地域の風景を描いた作品約40点を展示。

６日（水）～10日（日）
ＭＯＡ美術館中讃児童作品展（善通寺地域展）

ＭＯＡ美術館児童作品展は、子どもたちの創作活動を
推奨することで『生命を尊ぶ心』『心豊かな人間形成』
を目的として開催。善通寺市・中讃地区の小学生の応
募作品の中から入賞した作品を展示。9 日（土）13
時から美術館で入賞者の表彰式を開催。

13日（水）～17日（日）アート 21展
県展など（日展、中央団体展）を発表の場とする彫刻・
絵画・工芸作家による作品約40点を展示。

20日（水）～30日（土）市民ギャラリー西讃美術家協会展
地域美術の発展を願い、西讃地域に在住する各々の
ジャンル（洋画・日本画・彫刻・工芸など）で制作活
動を実践している作家の作品を展示。

10日（日）19時～21時　定期観望会（無料）
　　　　　　　　　　 月（月齢13）・土星

星空観測室

　5日（火）13時～　年金ふれあいまつり
　9日（土）10時～　令和元年度 善通寺市戦没者追悼式
17日（日）12時～　吟詠剣詩舞大会（市民文化祭）
24日（日）13時～　カラオケ発表会（市民文化祭）

ホール

2日（土）・3日（日・祝） ９時～　生花展（市民文化祭）
8日（金）〜18日（月）   ９時～　防火ポスター作品展

ロビー

10日（日）10時～　将棋大会（市民文化祭）
集会室

11
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☎62−7400　金蔵寺町３９８−６
９時～21時30分／ 　　　年末年始

市民体育館
休館日

☎62−7001　文京町三丁目３−１
９時～22時／ 　　　年末年始

市民会館
休館日

☎56−5355　与北町２０５５−１
８時30分～ 22時／ 　　　年末年始

鉢伏ふれあい公園
休園日

おしゃべり広場
☎64−0012　上吉田町二丁目１−９

９時～17時30分／ 　　　年末年始
売店営業時間：９時〜17時

休館日

☎62−4924　文京町二丁目１−３
10時～18時／ 　　　年末年始・月曜日・祝日

市美術館
休館日

毎週月・水曜日 11時〜12時 魚の惣菜（亀井鮮魚）
毎週水曜日　  11時〜12時 コッペパンサンド（Risum）、
　　　　　　　　　　　  たこ焼（ 安 ）
毎週木曜日　  11時30分〜 移動販売車『ちょこっと号』
　　　　　　　　　　　  の販売
23日（土・祝） 15時～　　      フラワーアレンジメント教室

イ  ベ  ン  ト 



イ
ベ
ン
ト

青空おはなし会
教
室
名

小さな科学者 ハンギング作成
ボランティア募集

クリスマスを楽しむ
パン教室

内
　  

容

市立図書館のおはなし会が公園
にやってきます♪晴れていれ
ば、青空の下で、楽しいおはな
しをききましょう。おはなしの
後は簡単な工作ができますよ。

内
　  

容

キャンドルづくり
オリジナルキャンド
ルを作ってみよう♪
何を作るかアイディ
ア次第 !

公園フェンスに飾られたハンギ
ングバスケットを冬～春用に植
え替えます。プロの方が指導し
ますので初心者でも大丈夫！
＊ルピナスカードのポイントが
つきます。

《講師》福本 かよさん
パンの生地をコネコネ、形を
作ってオーブンへ。楽しくてお
いしい教室ですよ。一足早くク
リスマスにちなんだパンを作り
ます。

日 

時
11月13日（水）
10時〜 11時

日 

時
11月９日（土）
10時〜 12時
14時〜 16時

11月20日（水）
　　① 10時〜 12時
　　② 13時30分〜 15時30分

11月30日（土）
10時～ 14時頃

費
用 無　料 費

用 300円 無　料 2,500円
（材料代・試食・ラッピング込）

場
　
所

シンボルガーデン、研修室

持
ち
物

特になし
エプロン、手袋、はさみ、

ルピナスカードなど
（持ち帰りはできません）

エプロン、タオル、
持ち帰り用袋など

定
員

30人
（当日受付） 各回 30人 10組

（11月１日（金）から受付開始）

収  集  地  区 収集曜日
西部・吉原 月

南部・竜川・中央（生野本町等） 火
中央（生野本町等を除く）・筆岡 木

東部・与北 金

花
五岳の里

◆香川いのちの電話
　（年中無休・24時間）
　☎087－833－7830
　FAX相談 087－861－4343
◆自殺予防いのちの電話
　（毎月10日 ８時～翌朝８時）
　☎0120－783－556（通話無料）

だ よ り

書館図

ごみ

森医院
（善通寺町一丁目）
行天クリニック

（生野町）
愛慈胃腸科内科医院

（上吉田町七丁目）
アイシークリニック

（原田町）　
岩本内科医院

（弘田町）　　
にしかわクリニック

（木徳町）

税金

11月の

相談日
（祝日・年末年始を除く）

９時〜17時
火曜日（祝日の場合はその翌日）・
12月28日～１月４日

仲多度郡・善通寺市医師会
http://www.nz-ishikai.or.jp/

休日当番医
当番医は変更すること
があります。内容等、
電話で確認してから
受診してください。香川県歯科医師会（ 「医療ネット讃岐」で検索）

 http://www.qq.pref.kagawa.jp

　秋も深まってきましたね。外で過ごすのもまだ心地よく感じられる季節です。９月に公園
に仲間入りしたヤギさんにはもう会いましたか？１才になるヤギの姉妹、ユキちゃんとフク
ちゃんが公園の一番奥側で暮らしています。フェンス越しにふれあうことができますので、
ぜひお散歩がてら会いに行ってあげてくださいね。今月は屋外で楽しむおは
なし会やキクの展示、教室などさまざまな催しものがあります。秋の公園を
満喫してくださいね。
☆公園の公式インスタグラム始めました！
　季節の植物やイベント、開園日などのご案内をしていますので、QRコード
　から登録してくださいね☆

診療時間　９時～17時11月

☎ 63−1500

☎ 63−6200

☎ 62−7507

☎ 62−0118

☎ 62−1075

☎ 63−6500

３日
（日・祝）

４日
（月）
10日
（日）
17日
（日）
23日

（土・祝）
24日
（日）

９時～12時 ＊高松市歯科救急医療
　センターは16時まで

《救急指定病院》

《救急電話相談》19時～翌朝８時

四国こどもとおとなの医療センター 
（仙遊町二丁目）

香川労災病院
（丸亀市城東町三丁目）

☎ 62−1000

☎ 23−3111

発熱などでどう対応すればいいか心配な
ときなど、急病のときの対応について、
看護師が電話で相談に応じます。

☎ 087 − 812 − 1055
　 ＃8000　または　　
☎ 087 − 823 − 1588

一般
小児

吉田歯科医院
（坂出市加茂町）
＊高松市歯科救急医療センター

（高松市福岡町）　
綾坂歯科医院

（坂出市林田町）　　
ホワイト歯科医院

（坂出市笠指町）
＊高松市歯科救急医療センター

（高松市福岡町）
藤澤歯科医院

（坂出市駒止町）　

☎ 48−3355

☎ 087−851−1167

☎ 47−4618

☎ 45−3526

☎ 087−851−1167

☎ 45−8415

「善通寺五岳の里」 市民集いの丘公園 管理室
☎ 63－8753（はなこさん）　吉原町918−1
http://www.city.zentsuji.kagawa.jp/site/gogaku/

休　園　日
11月の開園時間

ごみ袋は
ワタシが
目印です

＊普通徴収（納付書・口座振替での納付）の場合の納期です。
＊納期限はその月の末日です。納期限が土・日・祝日の場合（★印）は、
　これらの日の翌日となります。（12月末の納期限は12月27日（金））

 2月
4期

8期

 3月 1月

4期

6期

6期

7期

12月
3期

5期

5期

6期

11月

4期

4期

5期

10月

3期

3期

3期

4期

 9月

2期

2期

3期

 8月

2期

2期

 7月
2期

1期

1期

1期

 6月

1期

 5月

全期

 4月
1期固定資産税・都市計画税

軽自動車税

市 県 民 税

国民健康保険税

介護保険料（65歳以上）

後期高齢者医療保険料

税務課
☎ 63−6346

令和元年度（平成31年度）
市税・保険料等の納期

◆一般相談（心配ごと相談）
　11月19日（火）・26日（火）13時～16時
　総合会館 ２階（事務室）
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆法律相談
　11月５日（火）９時～11時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆法務登記相談
　11月21日（木）13時～15時
　総合会館 ２階（事務室）
　社会福祉協議会　☎63－5005
◆人権相談
　11月14日（木）10時～15時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　人権課　☎63−6311
◆行政相談
　11月６日（水）13時30分～16時
　総合会館 ３階（心配事相談室）
　秘書課　☎63−6300
◆行政相談委員による男女共同参画相談
　11月21日（木）13時30分～16時
　総合会館 ４階（相談室）
　秘書課　☎63−6300

◆健康相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分
　《妊婦・乳幼児》子ども課　☎63－6365
　《予防接種・成人》保健課　☎63－6308
◆精神保健福祉相談（こころの相談窓口）
　月～金曜日　８時30分～17時15分
　社会福祉課　☎63－6339

◆家庭児童相談・女性相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分
　子ども課　☎63－6371
◆少年相談・少年電話相談
　月～金曜日　８時30分～17時
　少年育成センター　☎63－0415
◆民事調停手続案内
　月～金曜日　９時～16時
　善通寺簡易裁判所　☎62－0315

◆農業相談
　11月21日（木）10時～12時　市役所仮庁舎１階
　農業委員会事務局内 農業委員会 ☎63－6322
◆税務相談
　毎週月曜日　13時～15時
　四国税理士会丸亀支部（大手町）☎22－0041

◆地域職業相談（ハローワーク丸亀附属施設）
　月～金曜日　９時～17時
　市民会館１階　地域職業相談室　☎63－6262
◆犯罪被害者相談
　月～金曜日　10時～16時
　かがわ被害者支援センター ☎087－897－7799
◆多重債務者相談
　月～金曜日　９時～12時、13時～17時
　四国財務局 多重債務相談員 ☎087－811－7801
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◆児童書の寄贈
　　神奈川県在住の亀

かめ
山
やま

要
よし

範
のり

様より 48冊（５万円相当）の児
　　童書をご寄贈いただきました。
◆ 講座『今、源氏物語を読もう』
　　11月９日（土）  13時30分～ 15時30分
◆『私たちの「これまで」と「これから」』展
　　11月１日（金）～ 11月30日（土）
◆『青空おはなし会』
　　11月13日（水）  10時～ 11時
　　　　　「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
◆『ミニおはなし会』
　　11月16日（土）  14時～ 15時
◆ 工作教室『竹細工に挑戦！』
　　11月17日（日）  10時～ 11時
◆『ことのは～大人のための朗読会～』
　　11月30日（土）  14時～ 15時
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要予約

要予約

市立図書館（市民会館３階）
☎ 63−5188　文京町三丁目３−１

 開館時間　9時～18時

 休 館 日　図書整理日：なし

『ちきゅう』　　　　       ステイシー・マカナルティー / 作 
私は地球。45億 4千万年前に生まれたよ。私には兄弟やペット、一番
の友達もいる。思い出もたくさんあるよ。赤ちゃんの頃はね ･･･。

『ずっとずっと、ともだちだよ ･･･』　　　 若月 としこ / 著
大学病院で、職員として働いた病院勤務犬・ミカの物語。ミカ療法と名
づけられた仕事ぶりは、院内に笑顔と安らぎをもたらした。

『クジラアタマの王様』　　　　　　　　　伊坂 幸太郎 / 著
すべては、会社に入った一本のクレーム電話から始まった。穏やかな日々
から一転、壮絶な戦いに巻き込まれる主人公。未来は自分の手で切り拓
くんだ！物語のメッセージが心に響く一冊。

一般書

児童書
おすすめ本

幼児

中学年

幼児  / 小学生  低学年   中学年   高学年  /  中学生

場所

◆燃えるごみ 環境課　☎ 63−2812（燃えるごみ）
　　　　☎ 63−2808（一般廃棄物）
　　　　☎ 63−2809（し尿汲取り）
　　　　（未来クルパーク21内）原田町43

正月三が日を除き、決められた曜日に収集します。
　燃えるごみの収集が週１回の期間は、下記の公
民館に７時から９時までの間に搬入することがで
きます。
　月曜日（中央公民館）・火曜日（筆岡公民館）
　木曜日（吉原公民館）・金曜日（南部公民館）
　＊祝日も搬入することができます。( 正月三が日
　　を除く）
　また、未来クルパーク21では、年間を通して下
記のとおり搬入することができます。
　月曜日から金曜日（祝日、年末年始は除く）７時
から16時まで。

11月から燃えるごみの収集が週１回になります



　

12
月
は
正
月

に
必
要
な
寄
植

を
作
り
、
２
月

の
初
め
に
行
わ

れ
る
市
民
会
館

ま
つ
り
に
も
出

展
し
て
い
ま
す
。

２
月
・
６
月
は

盆
栽
講
習
会
を
行
い
、
４
月
・
11
月
は
会
員
な
ど

で
京
都
や
奈
良
の
庭
園
を
見
学
す
る
日
帰
り
研
修

旅
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
約
20
人
で
す
。
庭
を
自
分
で
管

理
し
た
い
方
や
庭
園
に
興
味
の
あ
る
方
々
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

事
務
局　

☎
０
９
０
・
８
９
７
７
・５
４
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙　

嶋
）　

お子さん（３歳程度まで）の写真と氏名
①生年月日 ②住所（番地） ③保護者名
④メッセージ（20文字程度）と電話番号
を下記までお申し込みください。

kouhou@city.zentsuji.kagawa.jp

令
和

元
年

11
月

号
  N

o.815
広

報
編

集
・

発
行

/善
通

寺
市

総
務

部
総

務
課

　
〒

765 -8503 香
川

県
善

通
寺

市
文

京
町

二
丁

目
1番

1号
　

☎
0877−

63－
6302

印
刷

/株
式

会
社

 弘
栄

社
　

こ
の

広
報

紙
は

、再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本紙は、NTTタウンページ株式会社に委託し、市内全世帯を対象に配布しています。
（お問い合わせ先）　☎ 0120−030−702　月〜金 ９時〜17時　＊土日、祝日、年末年始を除く

32,073人
男  16,031人
女  16,042人

市民のうごき

9 月１日現在  （　）内は前月比

39.93 ㎢

13,141世帯

人口

世帯

面積

（＋19）

（＋13）
（＋6）

（＋16）

　

大
き
な
時
代
の

節
目
と
な
っ
た
今

年
。
１
月
に
わ
が

家
に
も
大
き
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
駿
汰

の
誕
生
で
す
。
哲

汰
は
と
て
も
明
る
く
ひ
ょ
う
き
ん
な
性
格
で
、
弟
た
ち

を
気
遣
う
心
優
し
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。
弦
汰
は
若
干

人
見
知
り
で
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
ん
坊
で
す
が
、
好
奇
心

に
任
せ
て
前
進
す
る
行
動
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
二

人
の
頼
も
し
い
兄
に
囲
ま
れ
、
駿
汰
が
ど
ん
な
子
に

育
っ
て
い
く
の
か
想
像
す
る
だ
け
で
、
両
親
の
『
に
や

け
』
と
『
晩
酌
』
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
三
兄
弟
、
い
つ
も
笑
顔
に
さ
せ

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
兄
弟
仲

良
く
、
明
る
く
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
。

わ
ん
ぱ
く
三
兄
弟

　

宮
みや

脇
わき

 美
み

月
つき

ちゃん

①平成３１年３月７日生 
②中村町
③健斗さん　未菜美さん
④元気にすくすく育ってね♪

山
やま

下
した

 志
し

乃
の

ちゃん

①平成３１年２月５日生 
②原田町
③勇也さん　真理恵さん
④よく笑う元気な女の子♡
　元気に大きくなぁれ！

11

金
かね

子
こ

 雅
まさ

範
のり

さん　真
ま

貴
き

子
こ

さん

　 哲
てっ

汰
た

くん　弦
げん

汰
た

くん　駿
はや

汰
た

くん
　　　（５歳）　　　　　（３歳）　　　　　（０歳）

（善通寺町）

わ
が
家
の
庭
を
自
分
で
管
理
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　 

善
通
寺
庭
園
同
好
会

　

善
通
寺
庭
園
同
好
会
が

発
足
し
て
、
約
20
年
に
な

り
ま
す
。
目
的
は
、
わ
が

家
の
庭
を
自
分
で
管
理
し

よ
う
と
い
う
思
い
で
し
た
。

毎
月
、
第
２
木
曜
日
は
19

時
か
ら
市
民
会
館
の
中
会

議
室
で
、
庭
園
の
鑑
賞
方

法
や
作
庭
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
す
。
第
３
土
曜
日
は

９
時
か
ら
、
講
師
に
樹
木
医
の
井
上
修
先
生
を
中
心
に

造
園
業
者
の
専
門
家
に
お
願
い
し
て
、
剪せ

ん
て
い定
技
術
や
実

技
の
指
導
も
受
け
て
い
ま
す
。

【市民会館グループ協議会】


